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今日から1年生！
町内の小・中学校で入学式が行われ、中山小学校では31
名の新入生を迎えました。
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平成30年度大山町一般会計当初予算

一　般　会　計

102億４千万円
～地域に誇りをもって住み続けられるまち～

　平成30年度の当初予算が３月定例議会で可決されました。

　まちづくりの基本となる一般会計の予算額は、昨年度から３億1000万円増額の102億 4000万円となり

ました。行財政改革、住みやすいまちづくり、産業振興などの施策を推進し、町の重要課題である人口減少対

策を積極的に推進します。

〈歳出〉

民 生 費 25 億 7454 万円

総 務 費 15 億 9798 万円

農 林 水 産 業 費 14 億 1886 万円

公 債 費 13 億 7243 万円

教 育 費 9 億 9221 万円

土 木 費 8 億 1704 万円

衛 生 費 7 億 401 万円

消 防 費 3 億 6717 万円

商 工 費 2 億 6717 万円

そ の 他 1 億 2859 万円

歳 出 総 額 102億 4000万円

〈歳入〉

地 方 交 付 税 47 億 8000 万円

国  ・ 県 支 出 金 16 億 2608 万円

町 税 14 億 1881 万円

町 債 10 億 2780 万円

繰 入 金 3 億 4696 万円

寄 附 金 2 億 1718 万円

そ の 他 収 入 8 億 2317 万円

歳 入 総 額 102億 4000万円

一般会計〈構成比〉

〈 歳 入 〉 地方交付税
（46.7％）

国・県支出金
（15.9％）

町税
（13.8％）

町債
（10.0％）

繰入金
（3.4％）

衛生費
（6.9％）

寄付金
（2.1％）

　　商工費（2.6％）

消防費（3.6％）

その他
（8.1％）

〈 歳 出 〉 民生費
（25.1％）

総務費
（15.6％）

農林水産業費
（13.8％）

公債費
（13.4％）

教育費
（9.7％）

土木費
（8.0％）

その他
（1.3％）
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特　別　会　計

企業会計（水道事業）

会　計　名 予　算　額

土地取得会計 20 万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 1021 万円

開拓専用水道特別会計 1113 万円

国民健康保険事業特別会計 20 億 7343 万円

国民健康保険診療所特別会計 3 億 5650 万円

後期高齢者医療特別会計 2 億 1618 万円

介護保険特別会計 22 億 3608 万円

農業集落排水事業特別会計 5 億 8458 万円

公共下水道事業特別会計 5 億 9456 万円

会　計　名 予　算　額

風力発電事業特別会計 4152 万円

温泉事業特別会計 557 万円

宅地造成事業特別会計 2524 万円

索道事業特別会計 2023 万円

中山財産区特別会計 289 万円

上中山財産区特別会計 299 万円

下中山財産区特別会計 263 万円

逢坂財産区特別会計 222 万円

区　分 予算額

３条収益的収入 ２億 9574 万円

３条収益的支出 ２億 9917 万円

4 条資本的収入 6554 万円

4 条資本的支出 １億 5572 万円

～町民一人あたりの予算62万 2000円はこのように使われます～

※その他2万4039円　※計算方法／一般会計総額÷平成30年 3月末現在の人口（16,463人）

民生費
15万 6383円

教育費
6万269円

総務費
9万7065円

土木費
4万9629円

農林水産業費
8万6185円

衛生費
4万2763円

公債費
8万3365円

消防費
2万2302円
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平成 30年度の主な事業と予算
　主な予算を重点施策である『人口減少対策』『住みやすいまちづくり』『地域の産業振興』

に沿ってお知らせします。

人口減少対策

住みやすいまちづくり

■学校給食費補助事業………………………3540万円
小中学校給食費の半額補助を行う。

■高等学校通学定期乗車券等購入補助金事業　　　　　　　	

　　　　　　	 …………………………………1500万円
公共交通機関を利用して高等学校等へ通学する生徒の保

護者に対して定期乗車券の購入に要する経費を支援する。

■予防接種事業………………………………4995万円
定期予防接種の実施、任意予防接種費用の一部助成を行う。

※助成対象の予防接種にロタウイルス、おたふくかぜを追加。

■宅地造成事業補助金………………………1000万円
町内への移住・定住を促進するため、大山町において１か

所あたりの宅地造成が５区画以上の分譲地に対して、上

下水道整備費の補助を実施する。

■保育料無償化等子育て支援事業
平成29年度から実施している３歳以上児童の保育料無償

化を引き続き実施する。

保育園、保育所の完全給食に取り組む。

■タクシー助成事業………………………… 244万円
一般の交通機関を利用することが困難な高齢者や障がい

者に対して自らが外出できる機会を得て住み慣れた地域

で自立した生活が送れるよう支援するためにタクシー料

金の一部を助成する。

※今まで助成対象とならなかったタクシー料金1000円以

下の部分に対しても助成を行う。

■シルバー交付金事業……………………… 723万円
敬老事業や見守り活動などを行って、高齢者の生活支援

や地域の活性化を図る集落に対して財政支援を行う。

※平成29年度までの敬老事業と小地域保健福祉活動の整

理統合

■緊急医療情報キット配布事業……………… 61万円
希望される高齢者を中心に、緊急連絡先やかかりつけ医

などの情報を入れた緊急医療情報キットを配布し、緊急

時にも安心できる環境づくりに取り組む。
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地域の産業振興

そ　の　他

■産地パワーアップ事業
　　　　　　　　	……………………………1500万円

園芸産地を加速的かつ戦略的に生産拡大するため、農業

者が行う施設整備、農業機械等のリース導入及び生産資

材の導入等を推進する。

■園芸産地活力増進事業
　　　　　　　　	……………………………3202万円

野菜や花き等の振興を図るため、園芸品目の産地づくり

や中山間特産物の育成に必要な機械・施設等の導入に対

する補助を行う。

■創業支援補助事業
　　　　　　　　	…………………………… 100万円

新規で創業される事業者への補助を行い、町内の雇用の

創出を促し、地域経済の活性化を図る。

■雇用促進助成事業
　　　　　　　　	…………………………… 100万円

町内事業者が町民を新規雇用した場合に３年間法定福利

費相当額の交付を行い、正規雇用の拡大を図る。

■名和総合運動公園陸上競技場修繕事業　　　　　　	

　　　　　　　　	…………………… １億5000万円
陸上競技場の走路等の劣化に伴い、舗装改修等の工事を

行い、併せて公認更新を行う。

■防災Wi-Fiステーション整備工事　　　　　　　　	 	

　　　　　　　　	……………………………4763万円
指定避難所にフリーWi-Fi設備を整備し、災害時の災害関

連情報の提供、緊急事態時の重層的なインターネット接

続手段の一環を提供する。

■ふるさと応援基金事業　　　　　　　　　　　　	 	

　　　　　　　　	…………………… ２億1658万円
大山町を応援していただく寄附者の増加に取り組む。平

成 30年度は、高島屋ふるさと納税 PRブースへの出展のほ

か、地域自主組織と連携して拡大に努める。

■大山寺旧境内災害復旧事業　　　　　　　　　　	 	

　　　　　　　　	……………………………1673万円
国指定史跡の指定を受けた大山寺旧境内について、平成

28年度の鳥取中部地震による崩落石垣等の復元に取り組

む。
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地方消費税交付金（社会保障財源分）の
平成30年度予算の使途について

　消費税率８％への引き上げに伴う地方消費税交付金の増収分については、すべて『社会保障施策に要する経

費（事務費や職員の人件費は除く。）』に充てることとされています。

　この引上げ分の本町における税収（１億2840万円）については、社会保障４経費（年金、医療、介護、子育て）

やその他社会保障施策に要する経費に充てられます。

　本町において、地方消費税交付金（社会保障財源分）が充てられる事業は以下のとおりです。

　2月組合議会定例会で、平成30年度当初予算が決まりました。今年度の一般会計予算額は56億

6522万円で、対前年度当初予算比で11.4％の減となっています。

平成30年度鳥取県西部広域行政管理組合当初予算の概要

平成30年度当初予算の詳しい概要については、町のホームページで見ることができます。
http://www.daisen.jp/p/1/10/1/48/2/63

【問い合わせ先】総務課（☎０８５９-５４-５２０１）

【社会福祉費】 ■特別医療給付事業 4000 万円

■障害者自立支援事業 2540 万円

【老人福祉費】 ■老人施設入所措置事業 2200 万円

【保健衛生費】 ■予防接種事業 400 万円

■健康づくり事業 2500 万円

■母子保健事業 1200 万円

歳入区分 予算額
分担金及び負担金 49 億 1824 万円

使用料及び手数料 4315 万円

県支出金 2222 万円

財産収入 64 万円

繰入金 4 億 4251 万円

諸収入 6386 万円

組合債 1 億 7460 万円
合　　計 56 億 6522 万円

歳出区分 予算額
議会費 101 万円

総務費 1 億 7601 万円

民生費 7883 万円

衛生費 14 億 1021 万円

消防費 33 億 5615 万円

公債費 6 億 3301 万円

その他 1000 万円
合計 56 億 6522 万円

うち共同処理事務に使う市町村負担金は 49
億 210 万円で、構成市町村別の内訳は次の
とおりです。

米 子 市 27 億 7437 万円
境 港 市 5 億 9158 万円
日 吉 津 村 1 億 1982 万円
大 山 町 4 億 3235 万円
南 部 町 2 億 9704 万円
伯 耆 町 3 億 0988 万円
日 南 町 1 億 5563 万円
日 野 町 1 億 1424 万円
江 府 町 1 億 0719 万円

※表中の予算額は万円単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場
合があります。

歳　入 歳　出

総務費 3.1%

民生費 1.4%組合債 3.1%

諸収入 1.1%

衛生費 24.9%

議会費 0.0%
繰入金 7.8%

財産収入 0.0%

県支出金 0.4%

使用料及び
手数料 0.8%

公債費 11.2%
その他 0.2%

消防費 59.2%分担金及び負担金
86.8%
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◆
日
　
　
時	

５
月
19
日
（
土
）

	

９
時
～
12
時
予
定

◆
集
合
場
所	

大
山
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク

セ
ン
タ
ー（
旧
大
山
情
報
館
）

◆
コ
ー
ス	
大
山
寺
旧
境
内

◆
解
　
　
説	
大
山
町
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

◆
参
加
費	

３
０
０
円（
大
山
寺
志
納
金
）

◆
申
込
締
切	

5
月
7
日
（
月
）

◆
定
　
　
員	

20
人

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

◆
そ
の
他

①
天
候
に
よ
り
コ
ー
ス
と
時
間
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

②
水
分
を
ご
持
参
の
う
え
、
山
歩
き
が
で

き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
公
民
館

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
０
０
３

第
１
回

「
大
山
寺
旧
境
内
ウ
ォ
ー
ク
」

　

今
回
は
、
平
成
28
年
10
月
に
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
た
「
大
山
寺
旧
境
内
」
全

長
約
６
キ
ロ
を
歩
き
ま
す
。
大
山
開
山

１
３
０
０
年
に
あ
た
る
本
年
、
新
緑
の
中
、

僧
坊
の
跡
地
や
旧
参
道
を
歩
き
、
大
山
寺

の
規
模
の
大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て

み
ま
し
ょ
う
。

「大山学」とは？

　自分の住む地域の歴史や

文化、産業、自然を見つめ

直し、地域の魅力と可能性

を発掘する講座です。

　第２回以降の大山学講座

の内容については６月号で

お知らせします。

大山学講座
「大山町の魅力」を

見つめ直してみませんか？

成
人
式
は
１
月
３
日

◆
日
時	

平
成
31
年
１
月
３
日
（
木
）

	

13
時
30
分
開
式

◆
場
所	

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
対
象	

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

※
町
内
在
住
者
お
よ
び
、
町
内
中
学
校
卒

業
者
で
現
在
、
町
外
在
住
者
に
は
11
月

頃
に
ご
案
内
を
し
ま
す
。

※
町
内
に
在
住
し
た
こ
と
が
あ
り
、
現
在

町
外
在
住
者
の
方
で
大
山
町
で
の
成
人

式
を
希
望
す
る
方
は
事
務
局
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

成
人
式
実
行
委
員
会
募
集

　

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
よ
り
思
い
出
深

い
も
の
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
成
人
式
に

関
わ
っ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
・
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
室

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

　

メ
ー
ル
：syougaigakusyu@

daisen.jp

大山町名和マラソンフェスタ2018

５月13日（日）開催！
　今年も大山町名和マラソンフェスタ

が名和総合運動公園を発着点に行われ

ます。県内外から多くの選手が参加さ

れます。

　当日は 10 時 00 分に競技がスタート

しますので、沿道から選手の皆様にあ

たたかいご声援をお願いします。

　また、大会実施中、会場周辺やコー

スでは混雑が予想されますので、ご注

意願います。

※参加受付は終了して

います。また、大会

当日の参加申込みは

受け付けておりませ

んのでご承知おきく

ださい。

▲僧坊跡（調査当時）
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きょういく通信

祝
　
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

剣
道
交
流
大
会
出
場

　

大
山
町
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
小
学
生

団
体
と
中
学
生
男
子
個
人
の
谷
口
陽
平
選

手
（
中
山
中
）、
中
学
生
女
子
個
人
戦
の
德

永
和
選
手
（
名
和
中
）
が
、
３
月
25
日
か

ら
27
日
の
３
日
間
、
東
京
武
道
館
で
開
催

さ
れ
た
「
第
40
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

剣
道
交
流
大
会
」
に
鳥
取
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

　

同
団
は
、
昨
年
10
月
の
県
予
選
会
で
小

学
生
団
体
、
中
学
生
男
子
及
び
女
子
個
人

戦
の
全
て
の
部
門
で
優
勝
し
、
こ
の
度
の

出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
団
体
は
、
福
岡
県
、
岩
手
県
チ
ー

ム
と
予
選
リ
ー
グ
で
対
戦
し
２
位
と
な
り

ま
し
た
が
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
進

出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

中
学
生
男
子
個
人
戦
の
谷
口
選
手
は
、

岐
阜
県
、
青
森
県
の
代
表
と
、
中
学
生
女

子
個
人
戦
の
德
永
選
手
は
、
兵
庫
県
と
青

森
県
の
代
表
と
予
選
リ
ー
グ
で
対
戦
し
ま

し
た
が
、
両
選
手
と
も
善
戦
及
ば
ず
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
は
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

今
回
も
沖
縄
県
代
表
に
、
本
町
と
人
材

育
成
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
る
嘉
手
納
町

か
ら
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
の
選
手
が
出
場
し

て
い
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
両
チ
ー
ム

で
合
同
練
習
や
交
流
試
合
を
行
う
な
ど
し

て
有
意
義
な
大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

▲全国大会出場メンバー

▲嘉手納町少年剣道クラブの皆さんと一緒に

長
野
城
跡　

発
掘
調
査
概
要
報
告

　

大
山
町
教
育
委
員
会
で
は
、
県
道
松
河

原
名
和
線
（
豊
成
２
工
区
）
道
路
災
害
防

除
工
事
に
と
も
な
っ
て
、
平
成
29
年
11
月

6
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
30
日
に
か
け
て

長
野
城
跡
の
一
部
（
４
１
７
㎡
）
の
発
掘

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
現
地
や
県
道
災
害
防
除

工
事
の
進
捗
状
況
か
ら
現
地
説
明
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で

こ
の
紙
面
に
て
紹
介
し
ま
す
。

　

長
野
城
跡
は
、
大
山
町
豊
成
に
所
在
し
、

日
本
海
に
面
す
る
標
高
約
30
～
38
ｍ
の
低

丘
陵
上
に
築
城
さ
れ
た
中
世
の
城
館
跡
で

す
。
陣
を
張
る
た
め
に
地
形
を
平
坦
に
整

え
た
曲く

る
わ輪
と
、
そ
の
周
囲
に
設
け
ら
れ
た

土ど
る
い塁
、
堀
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
城
跡
に
つ
い
て
は
、
古
文
書
等
の

歴
史
資
料
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

築
城
の
時
期
や
城
主
等
に
つ
い
て
は
不
明

で
す
が
、
そ
の
立
地
か
ら
日
本
海
側
の
海

岸
防
護
の
砦
城
の
一
つ
と
し
て
築
か
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
幅
５
ｍ
、
長
さ
92
ｍ

と
い
う
細
長
い
調
査
区
で
、
そ
の
範
囲
内

か
ら
約
50
ｍ
に
及
ぶ
土
塁
や
溝
状
遺
構
な

ど
を
検
出
し
ま
し
た
。

　

土
塁
が
築
か
れ
る
以
前
の
土
壌
に
つ
い

て
自
然
科
学
分
析
を
し
た
結
果
、
土
塁
は

鎌
倉
時
代
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
が
、
遺
構
に
と
も
な
う
遺
物

が
な
か
っ
た
た
め
、
造
成
時
期
を
明
確
に

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
こ
の
土
塁
は
、
内
側
を

約
１
～
２
ｍ
の
幅
で
浅
く
溝
状
に
掘
っ
て
、

そ
の
土
を
外
側
に
最
大
で
１
ｍ
の
盛
土
を

し
て
築
い
て
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
少

し
で
す
が
長
野
城
跡
の
謎
に
迫
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
人
権
・
社
会
教
育
課　

文
化
財
室
）

▶
１
ｍ
以
上
盛
ら
れ
た
土
塁
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きょういく通信

ま
ち
の
た
か
ら
（
38
）
〜
文
化
財
室
通
信
〜

シ
リ
ー
ズ　

「
日
本
遺
産
」　

第
12
話

▲分れ地蔵と道標

▲「地蔵道」碑

　

今
回
は
、
坊
領
道
と
そ
の
沿
線
に
ま
つ

わ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

大
山
道
「
坊
領
道
」

　

坊
領
道
は
、
伯
耆
西
部
の
大
山
北
麓
周

辺
か
ら
、
旧
大
山
寺
領
の
北
端
に
位
置
す

る
坊
領
を
経
て
大
山
寺
へ
向
か
う
参
詣
道

で
す
。
坊
領
へ
の
進
路
は
主
に
三
方
向
あ

り
、
一
つ
目
は
御
来
屋
宿
か
ら
進
ん
で
上

高
田
を
経
て
阿
弥
陀
川
を
渡
る
道
、
二
つ

目
は
所
子
か
ら
平
を
経
て
坊
領
へ
上
が
る

道
、
三
つ
目
は
淀
江
宿
か
ら
長
田
を
経
て

平
～
坊
領
へ
、
も
し
く
は
長
田
～
宮
内
～

佐
摩
か
ら
大
山
寺
へ
向
か
う
道
で
す
。
坊

領
道
は
、
鳥
取
藩
領
と
大
山
寺
を
結
ぶ
南

北
筋
の
主
要
な
道
で
し
た
。

所
子
の
町
並
み

　

坊
領
道
沿
い
の
集
落
で
は
、
各
家
で
仔

牛
生
産
を
し
た
家
屋
の
配
置
や
牛
繋
ぎ
石

な
ど
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
牛
は
、
母

屋
と
同
じ
屋
敷
地
の
中
に
建
て
ら
れ
た
厩

き
ゅ
う

舎し
ゃ

で
飼
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

所
子
集
落
の
民
家
に
は
、
牛
馬
を
治
療

す
る
仕
方
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
牛
馬
市

に
出
す
牛
を
大
切
に
育
て
て
い
た
様
子
が

今
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
町
並
み
が
国
の

重
伝
建
地
区
に
選
定
さ
れ
た
所
子
地
区
で

も
、
集
落
内
に
も
か
つ
て
の
牛
馬
と
共
に

あ
る
農
村
集
落
の
営
み
が
垣
間
見
え
ま
す
。

大
山
寺
の
分
れ
地
蔵

　

尾
高
道
と
坊
領
道
の
合
流
地
点
で
あ
る

大
山
寺
博
労
座
の
入
口
に
は
、
よ
く
目
立

つ
石
地
蔵
と
、
傍
ら
に
道
標
が
立
っ
て
い

ま
す
。「
分
れ
地
蔵
」
と
も
「
頼
朝
地
蔵
」

と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
地
蔵
の
台
座
に
は

「
六
十
六
部
、
元
祖
頼
朝
坊
大
法
師
…
」
な

ど
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
廻
国
行
者
ゆ
か
り

の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
道
標
に
は
、

従
是　
　

右　

み
く
り
や
い
な
ば

　
　
　
　

左　

よ
な
ご
い
ず
も

と
刻
ま
れ
、
二
つ
の
主
要
道
の
出
発
点
で

あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

が
良
好
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
は
、

数
年
前
ま
で
は
藪
に
な
っ
て
道
筋
も
分
か

ら
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
状
態
で
し
た
。
こ

の
道
を
遊
歩
道
と
し
て
再
生
・
活
用
す
る

取
り
組
み
が
「
ま
ち
づ
く
り
大
山
」
で
行

わ
れ
、
今
は
地
域
の
歴
史
と
自
然
を
満
喫

で
き
る
道
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

一
町
地
蔵
や
「
地
蔵
道
」
碑
な
ど
、
往
時

を
体
感
で
き
る
道
で
す
。

大
山
お
こ
わ
と
大
山
そ
ば

　

山
の
幸
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
で
作
ら

れ
る
餅
米
を
蒸
し
た
お
こ
わ
が
、
日
持
ち

腹
持
ち
の
良
さ
か
ら
大
山
参
詣
者
の
携
帯

食
と
し
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
山

寺
の
基
好
上
人
が
栽
培
を
奨
励
し
た
と
伝

わ
る
蕎そ

ば麦
を
挽
い
た
大
山
そ
ば
も
牛
馬
市

で
ふ
る
ま
わ
れ
、
市
の
隆
盛
と
と
も
に
大

山
の
名
物
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
で

も
旧
大
山
町
域
を
中
心
に
、
祝
い
事
な
ど

の
際
、
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
山
を
代
表
す
る
こ
れ
ら
の
味
覚
は
、

今
な
お
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

（
人
権
・
社
会
教
育
課　

文
化
財
室
）

今
に
伝
わ
る
坊
領
道

　

坊
領
道
の
中
で
も
、
種
原
入
口
あ
た
り

か
ら
籠
立
橋
付
近
に
か
け
て
、
大
山
古
道

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
寺
子
屋
」移
転
の
お
知
ら
せ

　

こ
れ
ま
で
、
旧
庄
内
小
学
校
で
運
営
し

て
お
り
ま
し
た
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
寺
子

屋
を
、
次
の
と
お
り
移
転
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。（
教
育
研
究
所
は
、
教
育
委
員

会
事
務
局
内
へ
移
転
）

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ
北
側
１
階

（
ペ
タ
ン
ク
コ
ー
ト
横
）

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
０
３
７

【
業
務
開
始
】　

平
成
30
年
４
月
９
日
か
ら

　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
寺
子
屋
は
、
不
登

校
ま
た
は
不
登
校
傾
向
の
児
童
生
徒
に
対

し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
相
談
活
動
、
学

習
活
動
等
を
行
い
な
が
ら
、
学
校
へ
の
再

登
校
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
た
め
の
教
室

で
す
。

　

保
護
者
の
相
談
や
悩
み
等
も
電
話
や
来

所
に
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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No.156

図書館でお待ちしています
３歳になったら「ブックセカンド」へどうぞ

大山町では、お子さんの年齢に応じて本をお渡しする

ブックスタート、ブックセカンド、ブックサードを実施

しています。

６か月の乳児検診の会場で２冊の絵本とバッグをお渡

しするのは、ブックスタートです。ブックセカンドは、

３歳児が対象です。３歳児検診の案内と一緒に入ってい

るブックセカンドカードを図書館または分館にお持ちい

ただきますと、司書が読み聞かせをしますので、５冊の

本の中から、お好きな１冊をお選びください。

ブックサードは５歳のお子さんに保育園または保育所

で幼年童話をお渡ししています。

ブックセカンドカードを持って、どうぞお気軽にお出

かけください。館内の本を手にとって見ていただいたり、

読み聞かせしたりするなど、ご家族でゆったりとした時

間をお過ごしいただけます。お待ちしています。

図書　　　のご案内

  一般・文学  

★長く高い壁 / 浅田 次郎

★かちがらす / 植松 三十里

★口笛の上手な白雪姫 / 小川 洋子

★それ自体が奇跡 / 小野寺 史宜

★私はあなたの記憶のなかに / 角田 光代

★九十八歳になった私 / 橋本 治

★しょったれ半蔵 / 谷津 矢車

★美女は天下の回りもの / 林 真理子

  その他  

★出雲大社門前町の発展と住人の生活 / いづも財団

★子育ては別れたあとも / 宗像 充

★日本列島にいたオオカミたち / 橋本 伸

★運転を続けるための認知症予防 / 浦上 克哉

★みんなの機内食 / 機内食ドットコム

★ムーミン愛の言葉 / トーベ ヤンソン

★文字に美ありや。/ 伊集院 静

★永世七冠羽生善治 / 羽生 善治

  児童書・絵本  

★こども武士道 / 齋藤 孝

★大根はエライ / 久住 昌之

★助かった命と、助からなかった命 / 沢田 俊子

★おばけのアッチとくものパンやさん / 角野 栄子

★なみきビブリオバトル・ストーリー ２/ 森川 成美

★わたしたしざんできるの / ディック ブルーナ

★かぞえてみよう / ディック ブルーナ

大山開山1300年記念事業
名和分館では、５月１日から数えて 1300 冊

目の本を借りられた方に、心ばかりのプレゼ

ントを差し上げます。

４月は本館で行いました。６月は大山分館で

実施します。どなたに当たるかわかりません

が、たくさんのご利用をお待ちしております。

名和分館で実施中
「1300冊目

おめでとう!」

９日（水）	 赤ちゃんといっしょのおはなし会（本館）
	 10：30〜 11：00
（米子市読み聞かせサークル「だくちる」）

12日（土）	 おはなし図書館（本館）
	 11：00〜 11：30

５月の図書館
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人
権
の
つ
ぼ  

154
大
山
町
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー	

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
２
８
６

大
山
町
茶
畑
１
０
７
７
‐
３	

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
４
１
３

　
　
　
　
　
　

憲　

法　

週　

間

　

5
月
3
日
の
憲
法
記
念
日
を
含
む
5
月

1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
１
週
間
は
、
憲
法

週
間
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
の
基
本
理
念
の
一
つ
に
「
基

本
的
人
権
の
尊
重
」
が
あ
り
ま
す
。
憲
法

第
11
条
に
は
、「
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本

的
人
権
の
享
受
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の

憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し

て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え
ら
れ

る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
現
行
の
中
学
校
の
教
科
書
（
公

民
）
に
は
、
日
本
国
憲
法
の
人
権
保
障
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
の
人
権
保
障

　

日
本
国
憲
法
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言

な
ど
と
同
様
に
、
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

も
つ
自
由
や
平
等
の
権
利
を
、
基
本
的
人

権
と
し
て
保
障
し
て
い
ま
す
。
そ
の
根
本

に
は
、「
個
人
の
尊
重
」
の
考
え
方
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
、「
す
べ
て
の
国
民
は
、
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。」（
第
13
条
）
に

あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
日
本
国
憲
法
は
、
参
政
権
や
社

会
権
も
保
障
し
て
、
こ
の
よ
う
な
人
権
が

「
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力

の
成
果
」（
第
97
条
）
で
あ
り
、「
国
民
の

不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
保
持
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
第
12
条
）と
し
て
、

人
権
保
障
の
考
え
を
徹
底
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

「
憲
法
週
間
」
を
機
会
に

　

人
権
の
保
障
は
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て

重
要
で
す
が
、
社
会
の
中
で
差
別
さ
れ
て

い
る
人
々
、
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
に
と
っ

て
、
特
に
大
切
で
す
。
そ
の
人
た
ち
が
、

差
別
や
人
権
侵
害
を
訴
え
、
そ
の
救
済
を

求
め
て
政
府
や
社
会
に
働
き
か
け
る
と
き
、

そ
の
主
張
を
支
え
る
の
が
人
権
の
保
障
だ

か
ら
で
す
。

　

憲
法
週
間
は
、
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
基

本
的
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
自

分
自
身
を
振
り
返
る
よ
い
機
会
で
す
。
自

分
自
身
の
問
題
と
し
て
、
な
ぜ
一
人
ひ
と

り
が
尊
い
の
か
、
な
ぜ
自
由
や
平
等
が
大

切
な
の
か
を
、
改
め
て
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
参
考
：「
新
し
い
社
会
・
公
民
」
東
京
書
籍
）

　
「
平
成
29
年
度
大
山
町
み
ん
な
の
人
権
セ

ミ
ナ
ー
お
よ
び
大
山
町
人
権
・
同
和
教
育

推
進
大
会
」
で
は
、
人
権
の
知
識
を
よ
り

多
く
の
方
に
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
、
研
究
大
会
合
わ
せ
て
計
８

回
開
催
の
う
ち
５
回
以
上
参
加
さ
れ
た
方

を
対
象
に
大
山
町
の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
皆
勤
賞
の
方
が
１
名
、

精
勤
賞
の
方
が
16
名
で
し
た
。
平
成
28
年

度
よ
り
４
名
多
く
の
方
が
該
当
と
な
り
ま

人
権
セ
ミ
ナ
ー

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
表
彰

し
た
。

　

本
年
度
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
う
予

定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第63回鳥取県植樹祭
　第 63 回鳥取県植樹祭が、開山 1300 年を迎

える大山寺の国体広場を会場に開催されます。

　植樹祭では、植樹活動や森林・木に触れる催

しを通じて、森林を守り育てる大切さについて

考えます。

◆日時　５月 27 日（日）10 時〜 15 時まで

◆場所　大山国体広場

　　　　（荒天時　大山総合体育館）

◆内容　式典、アトラクション、参加者植樹、

ヤマボウシなど苗木の無料配布。

赤十字の活動資金にご協力を
　５月は赤十字運動月間です。日本赤十字の活

動は、みなさんの会費と寄付によって支えられ

ています。

　活動資金のご協力をよろしくお願いします。
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まちの話題

自
衛
官
誕
生
！

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す

　

自
衛
隊
入
隊
入
校
予
定
者
激
励
会
が
、

3
月
13
日
に
役
場
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
山
町
か
ら
こ
の
春
入
隊
入
校
す
る
の

は
、
海
上
自
衛
隊
に
自
衛
官
候
補
生
と
し

て
入
隊
す
る
山
﨑
康
平
さ
ん（
中
山
口
）と
、

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
に
入
校
す
る

菅
原
雅
斗
さ
ん（
さ
ざ
ん
か
台
団
地
）で
す
。

　

激
励
会
で
は
、
菅
原
さ
ん
が
「
有
能
な

自
衛
官
に
な
る
よ
う
精
進
し
ま
す
」
と
、

力
強
く
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

桜満開！
大山口農具市

　「第 88 回大山口農具市」が、4 月１日に大山口

駅前で行われました。この日は駅前に咲く桜もほ

ぼ満開となりました。満開の桜に春の訪れを感じ

ながら、農具市を楽しむ家族連れでにぎわいまし

た。会場には、はさみや鎌など農作業の道具はも

ちろん、野菜や花の苗、苗木などのお店やお祭り

の屋台が並びました。

　また、駅前の特設ステージではダンスグルー

プや地域で活動する沖縄音楽のバンドなどがパ

フォーマンスを披露し、春の風物詩である農具市

に花を添えました。

や
っ
か
い
も
の
を
資
源
に中山

地
区
に
事
務
局

　

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
捕
獲
し
た
イ
ノ

シ
シ
や
シ
カ
を
、
地
域
の
資
源
と
し
て
有

効
活
用
し
よ
う
と
、
2
月
に
中
西
部
圏
域

で
「
ほ
う
き
の
ジ
ビ
エ
推
進
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同
協
議
会
の
事
務
局

が
、
中
山
地
区
に
あ
る
旧
林
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
開
所
す
る
こ
と
に
な
り
、
開
所
の

お
披
露
目
に
と
、
イ
ノ
シ
シ
肉
を
使
っ
た

料
理
の
試
食
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

試
食
会
に
は
カ
レ
ー
、
煮
物
、
サ
ラ
ダ
、

煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
、
イ
ノ
シ
シ
肉

を
使
っ
た
料
理
が
並
び
、
試
食
会
に
集
ま
っ

た
参
加
者
は
「
お
い
し
い
」「
硬
く
な
く
て

食
べ
や
す
い
」
と
す
っ
か
り
ジ
ビ
エ
料
理

の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

協
議
会
事
務
局
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
る
荻
野
裕
子
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
狩
猟
者
・
解
体

処
理
施
設
、

飲
食
店
な

ど
幅
広
い
関

係
者
と
連
携

協
力
し
、
ジ

ビ
エ
の
振
興

と
普
及
促
進

に
つ
な
げ
た

い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

▲来場客でにぎわう農具市

▶
菅
原
雅
斗
さ
ん
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まちの話題

防
火
意
識
を
高
め
よ
う

大
山
中
・
美
術
部
が
壁
画
作
成

門
脇
さ
ん
、県
ア
マ
囲
碁
で
名
人
に
！

　

大
山
中
学
校
美
術
部
の
生
徒
が
、
防
火

意
識
の
啓
発
と
大
山
開
山
１
３
０
０
年
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
巨
大
壁
画
を
製
作
し
、

3
月
7
日
に
大
山
消
防
署
で
お
披
露
目
式

が
あ
り
ま
し
た
。

　

壁
画
は
、
大
山
消
防
署
入
口
の
そ
ば
の
壁

面
に
設
置
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
さ
れ
た
大
山

が
、
消
防
隊
員
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て

　

４
月
６
日
～
15
日
は
、
春
の
交
通
安
全

運
動
期
間
で
し
た
。
大
山
町
内
で
も
、街
頭
・

学
校
・
保
育
園
等
で
交
通
安
全
の
広
報
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
年
間
を
通
じ
て
春
・
夏
・
秋
・

冬
の
交
通
安
全
運
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

琴
浦
大
山
警
察
署
を
は
じ
め
、
交
通
安
全

指
導
員
、
交
通
安
全
協
会
や
、
母
の
会
、

町
内
の
皆
さ
ま
方
の
協
力
を
得
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
や
高
齢
者
を
守

る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

「
祝　

大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭　

歴
史
を

守
ろ
う
」
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
す
そ
に
は
博
労
座
で

栄
え
た
牛
馬
市
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
牛
や
馬

も
描
か
れ
、
優
し
い
タ
ッ
チ
で
防
火
意
識
向

上
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

米
子
方
面
に
向
か
う
と
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

新サークルできました！
　「こうれい土ようこどもくらぶ」

活動日：毎月１回土曜日（基本的には第２土曜日）

時　間：10：00 〜 14：00

費　用：１回ひとり 300 円と米１/ ２合

場　所：ふれあいの郷かあら山園庭ほか

対　象：０歳児〜大人（未就学児は保護者同伴）

内　容：外遊びや野外活動、野外調理など体験活動

世話人：磯崎つばさ　携帯 090-6895-3024

守
ろ
う
！
交
通
ル
ー
ル

広
げ
よ
う
思
い
や
り
の
輪

▲お披露目式の様子

▲「チャイルドシート・シートベルト着用広報活動」（大山きゃらぼく保育園）

　

門
脇
宏
幸
さ
ん
（
平
木
）
が
、
昨
年
11

月
の
鳥
取
県
本
因
坊
戦
で
本
因
坊
位
、
山

陰
本
因
坊
戦
で
も
本
因
坊
位
に
。
そ
し
て

2
月
に
行
わ
れ
た
「
鳥
取
県
ア
マ
囲
碁
名

人
戦
」
で
は
4
年
ぶ
り
4
度
目
の
名
人
位

と
な
り
、
３
冠
を
み
ご
と
獲
得
さ
れ
ま
し

た
。

　

門
脇
さ
ん
は
「
4
年
ぶ
り
の
名
人
位
で
、

う
れ
し
い
。
次
の
棋
戦
も
が
ん
ば
り
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲門脇宏幸さん
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お
知
ら
せ

大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
開
幕

タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が
続
々

　

お
地
蔵
さ
ま
と
大
山
の
関
係
に
つ
い
て
学

び
、
大
山
へ
の
興
味
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
お
地
蔵
さ
ま
清
掃
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作

り
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
催
し
で
す
。

◆
日
時　

5
月
13
日
（
日
）
※
少
雨
決
行

　
　
　
　

9
時
20
分
～
15
時
20
分

◆
場
所　

大
山
参
道
周
辺

◆
主
催　

鳥
取
県
西
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会

◆
問
い
合
わ
せ
先
（
担
当
：
仲
佐
）

０
９
０
‐
５
７
０
０
‐
５
０
２
０

　

海
・
里
・
森
の
つ
な
が
り
に
思
い
を
巡
ら

せ
な
が
ら
、
カ
ヤ
ッ
ク
、
バ
イ
ク
、
ハ
イ
ク

で
自
然
を
体
感
す
る
イ
ベ
ン
トSEA

	T
O
	

SU
M
M
IT

は
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
大
山
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
環
境
イ
ベ
ン
ト
も

今
年
で
第
10
回
を
迎
え
ま
す
。

　

今
回
は
、
作
家
・
椎
名
誠
氏
の
基
調
講
演

な
ど
、
10
周
年
を
記
念
す
る
環
境
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
オ
カ
リ
ナ
奏
者
・
宗

次
郎
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。

◆
日
時　

5
月
19
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～（
予
定
）

◆
場
所　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

◆
入
場
料　

無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先

SEA
	T
O
	SU
M
M
IT

実
行
委
員
会
事
務
局

（
西
部
総
合
事
務
所
内
）

　

☎
０
８
５
９
‐
31
‐
９
６
２
９

主
催
：SEA

	T
O
	SU
M
M
IT

実
行
委
員
会

「
第
3
回
お
地
蔵
さ
ま

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

「
皆
生
・
大
山 SEA TO SUMMIT

10 

th
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
大
会
」
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お
知
ら
せ

　

大
山
寺
で
は
、
開
創
１
３
０
０
年
を
記

念
し
、
職
人
が
丹
念
に
織
り
上
げ
た
弓
浜

絣
を
使
用
し
た
特
別
な
デ
ザ
イ
ン
の
御
朱

印
帳
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
御
朱
印
も
特
別
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
今
年
限
り
の
仕
様
で

す
。

◆
販
売
期
間

　
　

５
月
20
日
（
日
）
～
11
月
30
日
（
金
）

◆
販
売
場
所　

大
山
寺
本
堂

◆
販
売
金
額
：
御
朱
印
帳　

５
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

御
朱
印　

３
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先　

大
山
寺

☎
０
８
５
９
‐
52
‐
２
１
５
８

　

大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
を
契
機
と
し

て
、
大
山
と
三
徳
山
を
巡
る
特
別
な
御
朱

印
帳
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
山
寺
と
三
佛
寺
の
2
か
所
の
御
朱
印

と
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
こ
と
で
、
1
つ
の

絵
柄
が
完
成
す
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。
御
朱
印
帳
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
大
山
山

頂
付
近
に
自
生
す
る
特
別
天
然
記
念
物
「
ダ

イ
セ
ン
キ
ャ
ラ
ボ
ク
」
が
あ
し
ら
わ
れ
て

い
ま
す
。

◆
販
売
期
間　

4
月
1
日
（
日
）
～

◆
販
売
場
所　

大
山
寺
本
堂

　
　
　
　
　
　

三
佛
寺

　
　
　
　
　
　

三
朝
町
観
光
協
会

◆
販
売
金
額　

御
朱
印
帳
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

御
朱
印
３
０
０
円
×
2
か
所

◆
問
い
合
わ
せ
先　

三
朝
町
観
光
協
会

☎
０
８
５
８
‐
43
‐
０
４
３
１

5
月
20
日
販
売
開
始
！

伯
耆
国「
大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
」

特
別
御
朱
印
・
御
朱
印
帳

大
山
寺
と
三
佛
寺

伯
耆
国二

大
霊
山
御
朱
印

第
９
回　

茅
葺
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ご
案
内

テ
ー
マ「
伯
耆
国
の
茅か

や
ぶ葺
き

弥
生
の
里
に
ル
ー
ツ
を
探
り
未
来
を
考
え
る
」

　

茅
葺
き
は
、
日
本
の
民
家
や
社
寺
の
屋

根
と
し
て
、
気
候
風
土
に
適
応
し
、
多
様

で
地
域
性
豊
か
な
民
家
と
農
村
景
観
を

つ
く
り
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、

生
活
の
近
代
化
や
都
市
化
が
進
む
中
で
、

茅
葺
き
は
過
去
の
も
の
と
み
な
さ
れ
、
そ

の
姿
は
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
、
茅
葺

き
の
歴
史
、
文
化
、
技
術
を
正
し
く
理
解

し
、
茅
葺
き
の
文
化
と
技
術
を
未
来
へ
継

承
し
て
い
く
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行

い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

６
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
15
分
～
17
時
40
分

　
　
　
　（
受
付
：
12
時
30
分
～
）

◆
場
所　

大
山
公
民
館

◆
日
程

13
時
15
分
～　

開
会
行
事

13
時
30
分
～　

第
1
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
テ
ー
マ
に
関
す
る
事
例
発
表
）

15
時
25
分
～　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

16
時
40
分
～　

第
2
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
各
地
か
ら
の
報
告
）

◆
主
催　
（
一
社
）日
本
茅
葺
き
文
化
協
会

◆
共
催　

門
脇
家
住
宅
等
保
存
協
力
会
・

大
山
町
教
育
委
員
会
・
大
山
公
民
館

◆
定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料
（
資
料
が
必
要
な
方

は
、
資
料
代
２
０
０
０
円
）

◆
申
込
締
切　

6
月
１
日
（
金
）

◆
申
込
先
　

　

人
権
・
社
会
教
育
課
文
化
財
室

☎　

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
７重文門脇家住宅屋根葺替えの様子
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平
成
30
年
度

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
の
対
象
者
に
つ
い
て

　

妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染
す

る
と
、
難
聴
や
心
疾
患
、
白
内
障
、
発
達

障
が
い
な
ど
の
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
風
し
ん
の
感
染
予
防
に
は
予
防
接
種

が
効
果
的
で
、
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望

し
て
い
る
女
性
や
妊
婦
の
同
居
家
族
（
特

に
パ
ー
ト
ナ
ー
）
が
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

◦
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
で
風
し
ん
の
免

疫
が
不
十
分
な
方

◦
妊
婦
の
夫
（
内
縁
を
含
む
）

※
風
し
ん
の
抗
体
価
検
査
に
つ
い
て
接
種

の
前
に
抗
体
価
検
査
を
受
け
て
い
た
だ

き
、
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
が
不
十
分

で
予
防
接
種
を
勧
め
ら
れ
た
方
が
助
成

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

鳥
取
県
で
は
、
抗
体
価
検
査
の
費
用
の

助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
米
子

保
健
所
（
☎
０
８
５
９
‐
31
‐
９
３
１
７
）

に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
男
性
の
場
合
、

検
査
は
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
助
成
額

　

１
人
に
つ
き
上
限
８
０
０
０
円
（
生
活

保
護
受
給
世
帯
の
方
は
全
額
助
成
）

　

肺
炎
は
、
日
本
の
死
亡
原
因
の
第
3
位

で
、
肺
炎
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
方
の
95
％

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
肺
炎
の
原

因
で
最
も
多
い
肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染
と

重
篤
化
を
防
ぐ
た
め
、
接
種
費
用
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
接
種
対
象
者
へ
は
3
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早
め
の
接
種

を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
接
種
対
象
者
】

⑴
年
度
内
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・

85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
に
な

る
方

⑵
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、

腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
方
で
、
日

常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
方

【
接
種
期
間
】

　

平
成
30
年
4
月
1
日
～
平
成
31
年
3
月

31
日
ま
で

◆
対
象
と
な
る
接
種

　

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン

　

た
だ
し
、
平
成
30
年
4
月
1
日
以
降
に

接
種
さ
れ
た
も
の

◆
申
請
方
法

【
申
請
場
所
】　

健
康
対
策
課
（
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
な
わ
内
）、
各
支
所
総
合
窓
口
室

【
必
要
な
も
の
】

①
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
緊
急
助
成
事

業
接
種
済
証
兼
領
収
証
（
医
療
機
関
で

発
行
し
ま
す
）
ま
た
は
医
療
機
関
発
行

の
領
収
証
（
ワ
ク
チ
ン
の
メ
ー
カ
ー
、

ロ
ッ
ト
番
号
が
分
か
る
も
の
）

②
母
子
健
康
手
帳
（
妊
婦
の
夫
の
場
合
）

③
抗
体
価
検
査
の
結
果
が
分
か
る
も
の
（
女

性
の
場
合
）

④
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
等
ゴ
ム
印
は
不
可
）

⑤
通
帳
な
ど
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の

◆
申
請
期
間
　
平
成
31
年
3
月
末
日
ま
で

◆
そ
の
他

◦
妊
娠
中
の
方
は
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
接
種
後
2
か
月

間
は
妊
娠
を
避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
医
療
機
関
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事

前
に
予
約
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
自
己
負
担
額
】

３
０
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方
は
無
料
）

【
そ
の
他
】

　

予
防
接
種
法
の
規
定
に
よ
り
、
過
去
に

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受

け
た
方
は
、
定
期
接
種
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
対
策
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
６

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
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大
山
町
で
は
、
い
っ
た
い

ど
の
く
ら
い
の
ご
み
が
排
出

さ
れ
て
い
る
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

平
成
28
年
度
、
大
山
町
で
は
３
１
７
３

ト
ン
の
可
燃
ご
み
が
排
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
人
口
１
６
８
６
７
人
（
平
成
28
年

９
月
末
現
在
）、
さ
ら
に
３
６
５
日
で
割
る

と
「
５
１
５
グ
ラ
ム
」
と
い
う
数
字
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
大
山
町
民
一
人
一
日
当

た
り
の
ご
み
の
排
出
量
で
す
。
直
近
の
９

年
間
の
平
均
は
５
０
０
グ
ラ
ム
で
、
平
成

26
年
度
が
最
多
の
５
２
５
グ
ラ
ム
、
平
成

21
年
度
が
最
少
の
４
６
７
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
は
、
分
別
す
る
こ
と
で
減
量

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み

は
、
水
分
を
し
っ
か
り
切
る
こ
と
で
大
き

な
減
量
効
果
が
あ
り
ま
す
。
つ
い
可
燃
ご

み
で
捨
て
て
し
ま
い
が
ち
な
紙
製
容
器
包

装
マ
ー
ク
が
つ
い
た
包
み
紙
や
、
配
布
物
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
雑
が
み
、
５
０
０

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
紙
パ
ッ
ク
な
ど
、

き
ち
ん
と
分
別
し
て
み
る
と
、
案
外
可
燃

ご
み
は
少
な
い
と
感
じ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

ご
み
を
捨
て
る
際
に
は
、
ご
み
の
分
別

表
示
に
注
意
し
て
し
っ
か
り
分
別
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

大
山
町
の
ご
み
事
情
②

　

～「
５
１
５
」と
は
～

任意予防接種（おたふくかぜ・ロタウイルス）

費用を助成します!
平成30年４月接種分から

　感染症の予防対策及び子育て支援の一環として、次のとおり任意予防接種費用の助成を行います。希

望される方は、接種費用全額を医療機関の窓口でお支払いいただいた後、助成金の交付申請を行ってく

ださい。

　なお、任意予防接種は、予防接種法で定められた予防接種ではありません。ワクチンの効果や副作用

について医師とよく相談し、保護者の判断で接種を受けてください。

【予防接種の種類・対象者・助成回数・助成額】

予防接種名 対象年齢 助成回数 助成額※

おたふくかぜ １歳以上就学前まで １回 上限 2000 円

ロタウイルス
（ロタリックス）

生後６週以上 24 週未満の者 ２回 １回の接種につき上限 6000 円

ロタウイルス
（ロタテック）

生後６週以上 32 週未満の者 ３回 １回の接種につき上限 4000 円

※接種費用が助成額の上限に満たない場合は、その額が助成額となります。

※接種日において生活保護受給世帯、住民税非課税世帯の方の助成額は、接種費用全額となります。

【申請方法】

◦申請場所：健康対策課（保健福祉センターなわ内）、各支所総合窓口室

◦必要なもの

①大山町任意予防接種費用助成金交付申請書（様式第 1 号）

②医療機関発行の支払額を証明するもの（予防接種名の記載のある領収書の写し等）

③医療機関発行の接種済証又は母子健康手帳の写し

④印鑑及び振込み口座のわかるもの

◦申請期限：接種日から１年以内

【その他】

◦助成対象は、平成30年４月１日以降に接種されたものに限ります。

◦接種の際は必ず母子健康手帳を持ってお出かけください。

【問い合わせ先】

健康対策課　☎０８５９‐５４‐５２０６
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はい！消費生活相談窓口です

訪問販売の契約は慎重に！
「無料で屋根を点検する」と言われたが…

＊訪問販売は、契約書面の交付が義務付けられています。
＊契約書を受け取って８日間はクーリングオフができます。

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た

固
定
資
産
税
土
地
評
価
に
つ
い
て

　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
は
、
土
砂

災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
い
て
、
崩
落
や
地
す
べ
り
等
の
土
砂

災
害
の
危
険
性
が
あ
る
区
域
と
し
て
、
指

定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
区
域
に
指
定
さ
れ
た
土
地
で
は
、

そ
の
危
険
性
が
示
さ
れ
る
と
共
に
、
特
定

開
発
行
為
に
対
す
る
許
可
制
や
建
築
物
の

構
造
の
制
限
等
の
土
地
利
用
制
限
が
設
け

ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
30
年
度
の
固
定
資
産

税
評
価
か
ら
、
こ
の
制
限
が
価
格
に
与
え

る
影
響
を
考
慮
し
、
対
象
地
に
は
評
価
額

に
減
価
補
正
を
適
用
し
て
課
税
し
ま
す
。

◦
対
象
地
目

　

区
域
内
の
宅
地
と
駐
車
場
や
広
場
等
の

宅
地
の
価
格
に
比
準
す
る
雑
種
地

◦
補
正
内
容

　

総
画
地
地
積
に
占
め
る
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
面
積
の
割
合

①
10
％
以
上
～
50
％
未
満
の
場
合

	

通
常
の
評
価
額
の
８
割

②
50
％
以
上
の
場
合

	

通
常
の
評
価
額
の
７
割

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
８

点検商法にご用心

今
、
す
ぐ
！

相
談
を
し
て

み
ま
す
…

Q：業者が「無料で屋根の点検をする」と
自宅に来ました。点検後に、瓦がずれ
ており、放置すれば雨漏りをするとい
われたので100万円の契約をしまし
た。

	 　しかし、本当にずれていたかどうか
わからず、やめたいのですが、やめる
ことはできるでしょうか。（70才女性）

A ： 自宅に業者が来て契約をした場合、契約書
を受領後、8 日間はクーリング・オフがで
きます。不意打ちを保護するための法律で、
契約はなかったことになります。ハガキを
作成しコピーをとり、特定記録郵便で販売
店（信販会社）に通知します。

 　勧誘時すぐ決めないで、複数の見積もり
をとって、契約は慎重に検討しましょう。

身に覚えのない「消費料金の
未納請求はがき」にご注意!!

　「民事訴訟告知センター」等と名乗る機関から、

「最終告知」「訴訟が開始された」「差し押さえ」な

ど法的手段を並べたはがきが町内で多数届いてい

ます。あわてて電話をさせ、個人情報を聞き出し

て高額な請求へと導く詐欺の手口です。

　相手に電話をせず、無視してください。

※法務省や紛争解決を請け負う機関をかたっています。

お気軽に消費生活相談窓口を
ご利用ください。

住民生活課	 ☎ 0859-54-5210（平日）

鳥取県消費生活センター

	 ☎ 0859-34-2648（平日・土日）

琴浦大山警察署

	 ☎ 0858-49-8110または＃9110
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４
月
か
ら
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

助
成
内
容
が
変
わ
り
ま
す

　

大
山
町
で
は
、
一
般
の
公
共
交
通
機
関

の
利
用
が
困
難
な
方
を
対
象
に
利
用
者
の

居
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
の
タ
ク
シ
ー
乗
車

代
金
の
一
部
を
助
成
す
る
「
タ
ク
シ
ー
助

成
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
助
成

の
な
か
っ
た
１
０
０
０
円
未
満
の
利
用
の

場
合
も
助
成
対
象
と
す
る
な
ど
、
事
業
の

内
容
を
変
更
し
ま
し
た
。

◆
利
用
回
数　

週
１
回
ま
で

◆
行
き
先

	

町
内･･･

限
定
な
し

	

町
外･･･

鳥
取
県
中
西
部
の
医
療
機
関

の
み
。
た
だ
し
、
健
康
保
険
適
用
外
の

医
療
機
関
（
整
体
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
な
ど
）
は
除
外

◆
対
象
者

◦
一
般
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な

方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

◦
65
歳
以
上
の
方

◦
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
の
あ
る
方

◦
身
体
障
害
者
手
帳
「
１
級
・
２
級
」（
下

肢
機
能
障
害
は
「
３
級
・
４
級
」
を
含
む
）

を
お
持
ち
の
方

◦
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

◦
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

の
方

◆
利
用
方
法

	

福
祉
介
護
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口

室
で
申
請
が
必
要
で
す
。「
大
山
町
タ
ク

シ
ー
助
成
制
度
利
用
者
登
録
証
」
を
発

行
し
ま
す
の
で
、
タ
ク
シ
ー
乗
車
時
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
乗
降
車
時
に
介
助
が
必
要
な
方
は
、「
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
介
護
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

〔4月からの助成金額〕

1000円以上の利用
　　　→利用金額の 2分の１
1000円未満の利用
　　　→利用金額から 500円を差し引いた額

（例１）タクシー代金 2400円の場合
 利用者負担 ………… 1200円
 助成額 ……………… 1200円

（例２）タクシー代金 850円の場合
 利用者負担 ………… 500円
 助成額 ……………… 350円

平成30年度養成講座受講者募集
大山町食生活改善推進員になりませんか？

～食生活改善推進員は家庭や地域に健康づくりの輪を広げるボランティアです～

　この機会に、食生活改善や健康づくりの大切さを

学び、ご自身の生活を見直しながら健康づくりにつ

いて考えてみませんか。

◆日時
　第１回　  6月 25日（月）13時 30分～ 15時 30分

　第２回　  7月 18日（水）

　第３回　  8月 17日（金）

　第４回　  9月 21日（金）

　第５回　10月 16日（火）

　第６回　11月 13日（火）

　第７回　12月 11日（火）

　　　　　（第 2～ 7回）10時～ 14時 30分

◆対象　大山町在住で、講座修了後に食生活改善推

進員として活動していただける方

◆内容　食生活、食品衛生、健康づくり、生活習慣

病予防などの講義と調理実習

◆講師　米子保健所長、保健師、歯科衛生士、管理

栄養士など

◆場所　保健福祉センターなわ

◆費用　実習材料費（１回 200円）

◆締切　5月 31日（木）

◆申込み先　健康対策課　　☎ 0859-54-5206

▲講座では、季節のものを取り入れたバランス食を作ります
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Ｃ
ｈ
ｕ
ｋ
ａ
ｉ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
！

　

大
山
町
で
は
、
平
成
29
年
８
月
に
『
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現

在
中
海
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
し
て

い
る
多
く
の
方
か
ら
「
月
額
料
金
が
高
い
」

「
選
択
肢
を
増
や
し
て
ほ
し
い
（
マ
ル
チ
プ

ロ
バ
イ
ダ
化
）」「
通
信
速
度
が
遅
い
」
と

い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
、
現
在
の
情
報

通
信
環
境
の
進
歩
、
利
用
状
況
を
勘
案
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
よ
り
良
い
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
提
供
で
き
る
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
大
山
町
の
設
備
で
は
、
マ
ル
チ

プ
ロ
バ
イ
ダ
化
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
が
、

㈱
中
海
テ
レ
ビ
放
送
と
の
協
議
の
結
果
、

月
額
料
金
の
割
引
制
度
を
導
入
し
、
よ
り

加
入
し
や
す
く
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
、

中
海
テ
レ
ビ
放
送
が
提
供
し
て
い
る
『
Ｃ

ｈ
ｕ
ｋ
ａ
ｉ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
』
の
月
額

利
用
料
を
全
コ
ー
ス
８
０
０
円
割
り
引
き

ま
す
。

　

ま
た
、
通
信
速
度
に
関
し
て
は
、
現
行

の
料
金
で
、
１
０
０
Ｍ
コ
ー
ス
を
２
０
０

Ｍ
コ
ー
ス
に
速
度
ア
ッ
プ
し
、
１
Ｇ
コ
ー

ス
を
新
た
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
３
Ｍ
コ
ー

ス
は
、
今
後
21
Ｍ
コ
ー
ス
に
速
度
ア
ッ
プ

の
予
定
で
す
。

　

料
金
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
は
、
㈱
中

海
テ
レ
ビ
放
送
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
新
規
加
入
の
方
は
、
大
山
町
の
引
込
工

事
費
用
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

	

企
画
情
報
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

【インターネット単独利用】
■３Ｍコース… ……… ３，８００円→３，０００円
　※３Ｍ→21Ｍのコースアップは今後増速予定です。
■２００Ｍコース（旧１００Ｍコース）
… ……………………… ５，６００円→４，８００円
■（新登場）１Ｇコース… ……………５，４００円

【テレビ（多チャンネルサービス）とセットの場合】
■３Ｍコース… …………………………１，７００円
■２００Ｍコース… ……………………３，５００円
■１Ｇコース… …………………………４，１００円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
規
加
入

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
で
す

ケ
ー
ブ
ル
プ
ラ
ス
電
話

Ｃ
ｈ
ｕ
ｋ
ａ
ｉ
電
力

Ｃ
ｈ
ｕ
ｋ
ａ
ｉ
モ
バ
イ
ル

受
付
中
で
す

　

中
海
テ
レ
ビ
放
送
で
は
、
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（
２
０
０
Ｍ
ま
た
は
１
Ｇ
）

に
新
規
加
入
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
加

入
金
・
工
事
費
が
実
質
無
料
と
な
る
「
ひ

か
り
Ｃ
ｈ
ｕ
ｋ
ａ
ｉ
加
入
制
度
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

既
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
方
へ
も
、

追
加
サ
ー
ビ
ス
の
工
事
費
が
無
料
に
な

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
「
ケ
ー
ブ
ル
プ

ラ
ス
電
話
」
が
昨
年
か
ら
ご
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
電
力
サ
ー
ビ

ス
「
Ｃ
ｈ
ｕ
ｋ
ａ
ｉ
電
力
」
で
は
、
家

庭
向
け
と
事
業
所
向
け
の
電
気
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
電
気
の
ご
利
用
状
況
に

よ
っ
て
は
電
気
料
金
が
今
よ
り
も
お
安

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
格
安
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
Ｃ
ｈ
ｕ
ｋ
ａ
ｉ
モ

バ
イ
ル
」
も
受
付
中
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
関
し
て
は
、
㈱
中

海
テ
レ
ビ
放
送
（
電
話
０
１
２
０
‐

７
２
７
‐
８
６
８　

受
付
時
間
９
時
～

18
時
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広告



21 平成 30 年 5 月

お
知
ら
せ

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
受
講
生
募
集

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
意

思
疎
通
支
援
を
行
う
要
約
筆
記
者
を
養
成

す
る
た
め
、
次
の
日
程
で
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
15
日
～
11
月
30
日
（
お
お
む
ね

金
曜
日
、
全
20
回
）
10
時
～
15
時

◆
場
所

　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー　

ふ
れ
あ
い
の
里　

ほ
か

◆
内
容

　

実
技
、
聴
覚
障
が
い
者
等
に
関
す
る

講
義
。

※
受
講
対
象
者
は
、
高
校
生
以
上
の
き
こ

え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
福
祉
に

理
解
と
熱
意
を
有
す
る
方
。
講
習
会
終

了
後
に
鳥
取
県
登
録
要
約
筆
記
者
選
考

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◆
コ
ー
ス

　

手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
。

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（w
indow

s

）
を
持
参
で
き
、
原
則
タ
ッ

チ
タ
イ
ピ
ン
グ
の
で
き
る
方
。

◆
受
講
申
込
み
期
限

６
月
５
日
（
火
）
必
着
（
郵
送
受
付
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
９
‐
30
‐
３
６
５
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
30
‐
３
６
６
０

美保基地航空祭
5月 27日（日）　9時～ 15時

航空自衛隊　美保基地内

（境港市小篠津町 2258）

◆内容　航空機地上展示、航空機展示飛

行、主要装備品展示ほか

◆注意事項　公共交通機関をご利用く

ださい。入場の際は、手荷物検査を実

施しておりますのでご協力ください。

天候等により、イベント内容を変更

する場合がありますので、ご了承く

ださい。

◆問い合わせ先

　航空自衛隊美保基地　渉外室　広報班

☎ 0859-45-0211（代表）

 美保基地ホームページ

http://www.mod.go.jp/asdf/miho/

なかやま温泉
だより

vol. 48

◆なかやま温泉
☎ 0858-49-3330

　

こ
ん
に
ち
は
。
な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー

ゆ
ー
倶
楽
部
ナ
ス
パ
ル
で
す
。

　

５
月
は
大
型
連
休
の
お
出
か
け
や
田

植
え
な
ど
の
農
作
業
な
ど
、
が
ん
ば
り

過
ぎ
て
疲
れ
る
こ
と
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
な
か
や
ま
温
泉

に
浸
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
癒
さ
れ
て
く

だ
さ
い
ね
。

＊
5
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
＊

5
月
3
〜
5
日

『
子
ど
も
の
日
お
菓
子
プ
レ
ゼ
ン
ト
』

　

こ
の
３
日
間
は
小
人
料
金
で
入
浴
さ

れ
る
お
子
さ
ま
に
、
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

5
月
6
日
（
日
）

『
な
か
や
ま
温
泉
朝
市
』

　
　
　
　
　

9
時
〜
11
時
30
分

　

毎
月
恒
例
の「
な
か
や
ま
温
泉
朝
市
」。

今
月
か
ら
開
催
場
所
は
、
中
山
温
泉
隣

接
の
多
目
的
広
場
で
す
。

◆
場
所

な
か
や
ま
温
泉
隣
接
多
目
的
広
場

※
出
店
者
受
付
時
間
（
8
時
30
分
～
）

な
か
や
ま
温
泉
で
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
。

5
月
19
日
（
土
）

『
ナ
ス
パ
ル
シ
ア
タ
ー
』「
ま
な
ぶ
」

◆
場
所

な
か
や
ま
温
泉
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

◆
上
映
時
間

①
10
時　

②
14
時　

③
18
時
30
分

◆
料
金

中
学
生
以
上
８
０
０
円

小
学
生
以
下
５
０
０
円

＊
毎
月
26
日
は
『
お
風
呂
の
日
』。

抽
選
会
で
入
浴
券
が
当
た
り
ま
す
！

＊
毎
月
、
特
定
の
日
に
ち
に
ポ
イ
ン
ト

が
ア
ッ
プ
す
る
、
お
得
な
日
が
あ
り

ま
す
。『
さ
ん
ち
ゃ
ん
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
』
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
ポ
イ
ン
ト

を
た
め
る
と
特
典
も
あ
り
ま
す
。
ま

だ
の
方
は
ぜ
ひ
！
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名
和
公
民
館
・
成
人
講
座

「
第
４
回
片
隅
の
針
音

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
の
ひ
と
と
き
」

　

蓄
音
機
で
聴
く
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会

で
す
。
78
回
転
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
、
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
音
楽
の
世
界
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。（
参
加
無
料
）

◆
日
　
時　

5
月
20
日（
日
）

	

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

◆
場
　
所　

名
和
公
民
館（
視
聴
覚
室
）

◆
講
　
師　

久
葉
章
一
郎
さ
ん（
新
坪
田
）

◆
定
　
員　

30
人

◆
締
　
切　

5
月
16
日（
水
）

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

名
和
公
民
館

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
６
８
８

月
１
回
中
山
温
泉
で
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
？

◆
5
月
上
映
作
品

　「
ま
な
ぶ
　
通
信
制
中
学
60
年
の

空
白
を
越
え
て
」

　

戦
中
戦
後
の
混
乱
の
中
、
義
務
教
育
を

諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
々
が
、
通
信

制
の
中
学
校
で
学
ぶ
姿
に
迫
る
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
。
２
０
０
９
年
か
ら
２
０
１
４

年
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
6
人

の
生
徒
た
ち
が
、
お
よ
そ
60
年
ぶ
り
に
学

校
で
遅
い
青
春
を
謳お

う
か歌
す
る
様
子
を
映
す
。

☆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
日
本
語
字
幕
付

◆
日
時　

5
月
19
日
（
土
）

　

10
時
／
14
時
／
18
時
30
分　

3
回
上
映

◆
料
金　

大
人　

８
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児　

無
料

◆
場
所　

な
か
や
ま
温
泉
生
活
想
像
館

　
　
　
　

わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
中
山
温
泉

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
３
３
３
０

　

主
催
：
え
え
が
な
大
山
実
行
委
員
会

　

後
援
：
大
山
町
、
大
山
町
教
育
委
員
会

大山チャンネル
５月の主な放送内容

（6：00	/	9：00	/	12：00	/	15：00	/	18：00	/	21：00	/	24：00）

※初回のみ 12 時スタート
※放送時間・内容は変更する可能性があります。

５／11〜
「だいせん100％TV」
〜大山に幻の滝が存在した !?〜
　大山チャンネルのスタッフが、ごく一部の人にし

か存在を知られていない謎のスポットや伝説を徹底

調査。幻の滝や知られざる絶景ポイントをお伝えし

ます。

５／1〜、５／21〜
「PICK　UPだいせん」

　大山町のニュース、地域のできごと、町民に密着

するドキュメンタリーなど、大山町の“いま”が見

える話題をお送りします。

★2018年度
　大山町プロモーション動画
　「大山男子」
　地域は、人なり。大山町に生きる“かっこいい男

たち”をスタイリッシュな映像で紹介するPRプロジェ

クト「大山男子」。人を通して大山町の魅力を全国に

発信するべく、YouTube で動画を公開中。ぜひ、ご覧

ください！ YouTube や Facebook で「大山男子」を検

索しよう！

◆連絡先
　アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス

☎０８５８‐５８‐２３１８
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大
山
町
役
場

（
０
８
５
９
）
54-

３
１
１
１

竹
口　

大
紀	

町
長

小
谷　
　

章	

副
町
長

▼
総
務
課

（
０
８
５
９
）
54-

５
２
０
１

職
員
の
人
事
・
給
与
、
財
政
、
財
産

管
理
、
条
例
、
消
防
・
防
災
、
国
民

保
護
、
情
報
公
開
、
入
札
、
検
査
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
農
林
水
産
課
・

建
設
課
お
よ
び
農
業
委
員
会
の
業
務

野
坂　

友
晴	

課
長

金
田　

茂
之	

参
事
兼
検
査
専
門
員

野
間　
　

光	

課
長
補
佐

小
椋　

純
一	

主
幹

深
田　

智
子	

主
幹

高
虫　

裕
幸	

主
幹

提
嶋　

護
大	

主
幹

松
田　

拓
男	

主
幹

池
本
菜
穂
子	

主
幹

中
田　

浩
司	

主
幹

田
中　
　

彰	

主
任

渡
下　

賢
二	

主
事

門
脇　

錠
二	

現
業
主
幹

阪
本　

真
弓	

事
務
員
（
嘱
託
）

源
光　
　

靖	

課
長
補
佐
（
鳥
取
県
派
遣
）

野
川　

剛
司	

主
任（
鳥
取
県
派
遣
）

金
田　

大
輝	

主
事（
鳥
取
県
派
遣
）

中
田
千
安
妃	

主
任
（
総
務
課
付
）

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

野
坂　

友
晴	

局
長（
兼
務
）

野
間　
　

光	

書
記（
兼
務
）

小
椋　

純
一	

書
記（
兼
務
）

松
田　

拓
男	

書
記（
兼
務
）

（
監
査
委
員
事
務
局
）

持
田　

隆
昌	

書
記（
兼
務
）

生
田　

貴
史	
書
記（
兼
務
）

（
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
）

野
間　
　

光	

書
記（
兼
務
）

▼
会
計
課

（
０
８
５
９
）
54-

５
２
０
９

出
納
、
物
品
管
理

岡
田　
　

栄	

会
計
管
理
者

小
原　

雅
史	

主
幹

山
根　
　

圭	

主
幹

▼
企
画
情
報
課

（
０
８
５
９
）
54-

５
２
０
２

町
の
総
合
計
画
、
地
域
活
性
化
、
地

域
情
報
化
、
広
報
・
公
聴
、
統
計
調
査
、

移
住
定
住
対
策
、
公
共
交
通
、
交
通

安
全
、
国
際
交
流
・
国
内
交
流
、
景

観
形
成
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
屋
外
広

告
物
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
商
工
振
興

井
上　
　

龍	

課
長

池
山　

大
司	

参
事

諸
遊　

剛
史	

課
長
補
佐

林
原　

壮
太	

主
幹

山
﨑　

栄
一	

主
幹

生
田
真
理
子	

主
幹

⻆
田　

拡
朗	

主
幹

中
井　

晶
義	

主
幹

柏
尾　

正
樹	

主
幹

金
田　

啓
介	

主
幹

西
川　
　

援	

主
任

吉
村　

健
二	

主
任

吉
岡
幸
太
郎	

主
事

山
下　

博
子	

広
報
制
作
（
嘱
託
）

原　

さ
お
り	

事
務
員
（
嘱
託
）

小
谷　

正
寿	

集
落
支
援
員（
嘱
託
）

▼
税
務
課

（
０
８
５
９
）
54-

５
２
０
８

町
税
お
よ
び
県
民
税
の
賦
課
徴
収
、

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
賦

課
徴
収
、
住
宅
新
築
資
金
の
徴
収
、

滞
納
対
策
、
各
種
税
務
証
明
、
固
定

資
産
評
価

遠
藤　

忠
敏	

課
長

金
川　
　

徹	

課
長
補
佐

諸
遊　

智
美	

主
幹

坂
田　

真
寛	

主
幹

永
見　

佑
子	

主
幹

種
田　

知
子	

主
任

小
原　

亜
美	

主
任

米
山　

康
平	

主
事

田
中　

宏
樹	

主
事

（
滞
納
対
策
室
）

二
宮　

寿
博	

参
事
兼
室
長

上
田　

健
司	

主
任

福
谷
晃
一
朗	

主
事

田
中　

昌
宏	

徴
収
嘱
託
員（
嘱
託
）

▼
住
民
生
活
課

（
０
８
５
９
）
54-

５
２
１
０

戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
鑑
登
録
、
埋

火
葬
許
可
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
児
童
手
当
、

廃
棄
物
処
理
、
し
尿
処
理
、
環
境
保
全
、

消
費
者
保
護
、
犬
の
登
録
、
狂
犬
病

予
防
、
日
本
赤
十
字
、
献
血
、
援
護

山
岡　

浩
義	

課
長

永
見　
　

明	

課
長
補
佐

門
脇
恵
美
子	

課
長
補
佐

田
村　

啓
太	

主
幹

金
田　

弘
美	

主
幹

谷　

麻
紀
子	

主
幹

提
嶋　

聡
子	

主
幹

齋
木　

貴
敬	

主
幹

遠
藤　

博
和	

主
幹

朝
妻　

美
佳	

主
事

杉
原
留
美
子	

レ
セ
プ
ト
点
検
員（
臨
時
）

（
名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
９
）
54-

５
３
５
２

高
見　

哲
夫	

現
業
主
幹

今
出　

紀
之	

現
業
主
幹

中
田　

逸
夫	

焼
却
補
助
（
嘱
託
）

▼
福
祉
介
護
課

（
０
８
５
９
）
54-

５
２
０
７

地
域
福
祉
、
児
童
福
祉
、
ひ
と
り
親

家
庭
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
生
活
保
護
、

高
齢
者
福
祉
、介
護
予
防
、介
護
保
険

松
田　

博
明	

課
長

瀬
尾
香
代
子	

課
長
補
佐

大
黒　

留
美	

主
幹

中
村
健
一
郎	

主
幹

三
嶋　

早
苗	

主
幹

前
田
智
加
子	

主
幹

福
留　

寿
規	

主
任

後
藤　
　

央	

主
任

永
見　

俊
也	

主
事

戸
野　

隆
弘	

主
任
（
再
任
用
）

坂
田
美
津
恵	

事
務
員
（
嘱
託
）

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
９
）
54-

２
２
２
６

松
田　

博
明	

所
長
（
兼
務
）

藤
田
よ
う
子	

課
長
補
佐
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尾
崎　

路
子	

主
幹

綾
木
真
理
子	

主
幹

山
根　

恵
美	

主
幹

石
指　

智
子	

主
幹
保
健
師

小
西　

美
樹	
主
任
保
健
師（
再
任
用
）

中
川　

純
子	
介
護
予
防
推
進
員（
嘱
託
）

西
村　

裕
子	

介
護
認
定
調
査
員（
嘱
託
）

▼
健
康
対
策
課

（
０
８
５
９
）
54-

５
２
０
６

健
康
づ
く
り
支
援
、
各
種
検
診
、
予

防
接
種
、
診
療
所
事
務

後
藤　

英
紀	

課
長

進
野
美
穂
子	

課
長
補
佐

田
中　

真
弓	

課
長
補
佐
（
兼
務
）

黒
見　

恵
美	

主
幹

山
根　

克
浩	

主
幹

乘
本　

莉
子	

主
事

花
本　

美
弥	

主
幹
保
健
師

岸
本　

良
子	

主
幹
保
健
師

立
林　

典
子	

主
幹
保
健
師

神
庭
さ
や
か	

主
任
保
健
師

中
本　

道
子	

主
任
保
健
師

山
本　

健
悟	

保
健
師

松
原　

祥
恵	

主
幹
管
理
栄
養
士

野
口　

千
晴	

主
幹
管
理
栄
養
士

橋
本　

久
恵	

事
務
員
（
嘱
託
）

（
子
育
て
支
援
室
）

田
中　

真
弓	

室
長

金
田　

夏
美	

主
任
保
健
師

汐
田　

康
子	

主
任
兼
利
用
者
支
援
専
門
員
（
再
任
用
）

深
田　

美
穂	

看
護
師
（
嘱
託
）

（
名
和
診
療
所
）

（
０
８
５
９
）
54-

２
０
６
８

山
田
ま
ど
か	

所
長

高
田
さ
ゆ
り	

看
護
師
（
嘱
託
）

星
野　

佳
奈	

看
護
師
（
嘱
託
）

山
口　

清
江	

看
護
師
（
嘱
託
）

岩
﨑　

雅
代	

事
務
員
（
嘱
託
）

井
上　

昌
子	

事
務
員
（
嘱
託
）

谷
野　

文
彦	

診
療
放
射
線
技
師（
臨
時
）

（
大
山
口
診
療
所
）

（
０
８
５
９
）
53-

３
９
９
０

久
野　

宣
年	
所
長　

久
野　

淑
枝	
副
所
長

馬
淵　

準
司	

主
任
理
学
療
法
士

深
田　

幸
美	

看
護
師
（
嘱
託
）

奥
田　

幸
江	

看
護
師
（
嘱
託
）

久
保　

徳
子	

看
護
師
（
嘱
託
）

梅
林　

操
子	

事
務
員
（
嘱
託
）

金
田　

美
和	

事
務
員
（
嘱
託
）

梅
實　

京
子	

事
務
員
（
嘱
託
）

高
木　

奈
帆	

リ
ハ
ビ
リ
補
助
員（
嘱
託
）

池
本　

千
尋	

リ
ハ
ビ
リ
補
助
員（
嘱
託
）

（
大
山
診
療
所
）

（
０
８
５
９
）
53-

８
０
０
２

芦
田　
　

泰	

所
長
代
理（
医
師
）（
臨
時
）

小
林
佳
津
子	

看
護
師
（
嘱
託
）

香
田　

久
美	

看
護
師
（
嘱
託
）

田
中　
　

泉	

事
務
員
（
嘱
託
）

小
原　

香
奈	

事
務
員
（
嘱
託
）

▼
水
道
課

（
０
８
５
９
）
54-

５
２
０
４

上
水
道
、
開
拓
専
用
水
道
、
公
共
下

水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
浄
化
槽

野
口　

尚
登	

課
長

竹
村　

秀
明	

課
長
補
佐

奥
田　
　

哲	

課
長
補
佐

井
上　

貴
生	

主
幹

片
山　

賢
二	

主
幹

岡
田　

竜
矢	

主
幹

當
別
當
隆
寛	

主
任

三
谷　

輝
義	

主
任

▼
議
会
事
務
局

（
０
８
５
９
）
54-

５
２
１
３

持
田　

隆
昌	

局
長

生
田　

貴
史	

主
幹

関　
　

真
弓	

事
務
員
（
嘱
託
）

中
山
支
所

▼
地
籍
調
査
課

（
０
８
５
８
）
58-

６
１
１
３

地
籍
調
査

白
石　

貴
和	

課
長
兼
支
所
長

三
嶋　

陽
一	

課
長
補
佐

山
本
美
由
紀	

主
幹

辻　
　

信
広	

主
幹

橋
井　

貢
司	

主
幹

山
根　

清
美	

事
務
員
（
嘱
託
）

（
総
合
窓
口
室
）

（
０
８
５
８
）
58-

６
１
１
１

庁
舎
管
理
、
各
種
税
務
証
明
、
戸
籍
、

住
民
登
録
、
印
鑑
登
録
、
埋
火
葬
許
可
、

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
等
に
関

す
る
窓
口
業
務

石
谷
美
智
子	

室
長

妹
尾
ゆ
か
り	

主
幹

小
椋
智
恵
子	

主
幹

高
丸　

晴
樹	

主
幹

門
脇
理
恵
子	

主
幹

森
安
小
百
合	

事
務
員
（
嘱
託
）

（
友
好
館
）

（
０
８
５
８
）
49-

３
０
２
０

野
波
真
貴
子	

管
理
人
（
嘱
託
）

▼
農
林
水
産
課

（
０
８
５
８
）
58-

６
１
１
６

農
林
水
産
業
の
振
興
、
農
道
整
備
、

農
道
管
理
、
土
地
改
良
事
業
、
有
害

鳥
獣
駆
除
、
漁
港
、
財
産
区

末
次　

四
郎	

課
長

小
倉　

祥
司	

課
長
補
佐

桑
本　

英
治	

課
長
補
佐

田
内　

洋
二	

主
幹

坂
田　

秀
樹	

主
幹
技
師

国
谷　

純
一	

主
幹

野
口　

博
史	

主
幹

瀬
野
尾
純
子	

主
幹

片
山　

文
雄	

主
幹

権
田　

昴
大	

主
任

門
脇　

拓
哉	

主
事

林
原　

彰
吾	

主
事

道
祖　

貴
文	

主
事

徳
永　

裕
二	

主
任
（
再
任
用
）

井
上　

弥
生	

事
務
員
（
嘱
託
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

（
０
８
５
８
）
58-

６
１
１
５

末
次　

四
郎	

局
長
（
兼
務
）

山
下　

佳
恵	

局
長
補
佐

松
井　

明
宏	

主
幹

山
根
江
利
子	

事
務
員
（
嘱
託
）

大
山
支
所

▼
建
設
課

（
０
８
５
９
）
53-

３
１
８
６

道
路
・
大
型
農
道
・
橋
梁
・
河
川
・
砂
防
、

町
営
住
宅
、
分
譲
地
管
理
、
防
犯
灯

大
前　
　

満	

課
長
兼
支
所
長

赤
川　

佳
隆	

課
長
補
佐

木
町
由
佳
理	

主
幹

竹
中　

正
樹	

主
幹
技
師

妹
尾　

昌
彦	

主
任

勝
部　

友
康	

主
事

湊
谷　

頼
人	

技
師

泉　
　

武
秀	

技
師
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野
口　

節
浩	

現
業
主
幹

門
脇　

一
人	

現
業
主
幹

河
崎　

孝
子	

主
任
（
再
任
用
）

大
谷　

克
己	

建
築
技
師
（
嘱
託
）

近
岡　

一
幸	
建
築
技
師
（
嘱
託
）

（
総
合
窓
口
室
）

（
０
８
５
９
）
53-

３
３
１
１

庁
舎
管
理
、
各
種
税
務
証
明
、
戸
籍
、

住
民
登
録
、
印
鑑
登
録
、
埋
火
葬
許
可
、

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
等
に
関

す
る
窓
口
業
務

國
野　

良
治	

室
長

柏
木　

千
秋	

主
幹

枝
谷　

昌
紀	

主
幹

田
子　

真
理	

主
幹

下
鳥
山

麻
友
美	

主
任

加
藤　

晴
美	

事
務
員
（
嘱
託
）

▼
観
光
商
工
課

（
０
８
５
９
）
53-

３
１
１
０

観
光
振
興
、
大
山
の
自
然
保
護
、
大

山
遭
難
防
止
協
会

大
黒　

辰
信	

課
長

徳
永　
　

貴	

課
長
補
佐

加
藤　

由
里	

主
幹

門
脇　
　

稔	

主
幹

片
山
真
理
子	

主
幹

入
江　

英
慎	

主
任

西
村　
　

済	

主
任

福
留　

洋
美	

観
光
庶
務
（
嘱
託
）

教
育
委
員
会
事
務
局

鷲
見　

寛
幸	

教
育
長

佐
藤　

康
隆	

次
長

▼
幼
児
・
学
校
教
育
課

森
田　

典
子	

課
長

（
学
校
教
育
室
）

（
０
８
５
９
）
54-

５
２
１
１

教
育
総
務
、
学
校
教
育
、
教
育
支
援
、

教
育
相
談

前
田　

繁
之	

参
事
兼
室
長
兼
指
導
主
事

井
上　

隆
志	

主
幹

大
塚　

健
一	

主
幹

米
原　

幸
司	
主
幹

（
名
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
９
）
54-

２
２
４
９

中
嶋　
　

豊	

所
長

（
大
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
９
）
53-

３
１
５
７

中
嶋　
　

豊	

所
長
（
兼
務
）

（
中
山
小
学
校
）

（
０
８
５
８
）
58-

２
４
３
９

陸
浦　

佳
裕	

学
校
司
書
（
臨
時
）

入
江　

幸
子	

学
校
主
事
（
臨
時
）

楠
田　

朋
子	

学
習
支
援
員（
臨
時
）

（
名
和
小
学
校
）

（
０
８
５
９
）
54-

２
０
７
０

佐
藤　

裕
子	

学
校
司
書
（
臨
時
）

前
田
真
理
子	

学
校
主
事
（
臨
時
）

濱
田
か
お
り	

学
習
支
援
員（
臨
時
）

（
大
山
西
小
学
校
）

（
０
８
５
９
）
53-

３
２
２
８

鹿
野　

璃
奈	

学
校
司
書
（
臨
時
）

尾
古　

愛
子	

学
校
主
事
（
臨
時
）

中
嶋　

美
佳	

学
習
支
援
員（
臨
時
）

（
大
山
小
学
校
）

（
０
８
５
９
）
53-

３
１
０
４

小
川　

美
咲	

学
校
司
書
（
臨
時
）

保
田　

弘
恵	

学
校
主
事
（
臨
時
）

隠
岐　

明
美	

学
習
支
援
員（
臨
時
）

（
中
山
中
学
校
）

（
０
８
５
８
）
58-

２
０
１
４

勝
部　

美
枝	

学
校
司
書
（
嘱
託
）

山
根
さ
つ
き	

学
校
主
事
（
臨
時
）

手
嶋　

真
紀	

学
習
支
援
員（
臨
時
）

（
名
和
中
学
校
）

（
０
８
５
９
）
54-

２
０
２
４

家
森　

睦
子	

学
校
司
書
（
嘱
託
）

金
田　

美
希	

学
校
主
事
（
臨
時
）

前
田　

美
穂	

学
習
支
援
員（
臨
時
）

（
大
山
中
学
校
）

（
０
８
５
９
）
53-

３
０
２
０

竹
歳　

由
美	
学
校
司
書
（
臨
時
）

谷
田
麻
依
子	
学
校
主
事
（
臨
時
）

（
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
寺
子
屋
）

（
０
８
５
9
）
54-

２
０
３
７

児
童
生
徒
へ
の
生
活
・
学
習
指
導
、

教
育
相
談

前
田　

繁
之	

セ
ン
タ
ー
長（
兼
務
）

伊
達　
　

久	

教
育
指
導
員（
臨
時
）

三
輪　

早
苗	

教
育
指
導
員（
臨
時
）

石
谷　

伸
子	

教
育
相
談
員（
臨
時
）

（
幼
児
教
育
室
）

（
０
８
５
９
）
54-

５
２
１
９

保
育
所
、
幼
児
教
育
、
家
庭
教
育
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

加
藤　

貴
子	

室
長

天
島
か
お
り	

主
幹

⻆
田　

真
紀	

主
幹

溝
上　

智
子	

主
任
（
再
任
用
）

土
橋　

弥
生	

司
書
（
嘱
託
）

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

岡
本　

教
子	

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
臨
時
）

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

高
見
久
美
恵	

指
導
員
（
嘱
託
）

池
山　

享
代	

指
導
員
（
嘱
託
）

朝
倉　

幸
子	

指
導
員
（
嘱
託
）

（
中
山
み
ど
り
の
森
保
育
園
）

（
０
８
５
８
）
58-

６
０
６
０

大
谷
ひ
ろ
み	

園
長

中
川　

直
美	

副
園
長

山
根
加
奈
子	

主
幹
保
育
士

大
塚　

知
子	

主
幹
保
育
士

岩
田　

純
子	

主
幹
保
育
士

美
柑
史
緒
里	

主
任
保
育
士

竹
口
友
紀
子	

主
任
保
育
士

青
木　

愛
実	

保
育
士

舩
越　
　

唯	

保
育
士

中
原　

慎
子	

現
業
主
幹

山
下　

博
美	

現
業
主
任（
再
任
用
）

山
田　
　

静	

保
育
士
（
嘱
託
）

村
本
あ
け
み	

保
育
士
（
嘱
託
）

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
か
や
ま
）

（
０
８
５
８
）
58-

６
０
６
２

西
尾
紀
美
恵	

主
任
（
再
任
用
）

（
名
和
さ
く
ら
の
丘
保
育
園
）

（
０
８
５
９
）
54-

６
５
６
５

森
田
由
美
子	

園
長

増
浦　

祥
子	

副
園
長

山
崎　

幹
子	

主
幹
保
育
士

山
口　

晃
江	

主
任
保
育
士

大
原　

綾
恵	

保
育
士

河
上　

直
輝	

保
育
士

河
本　

晴
菜	

保
育
士

手
島　

昌
美	

現
業
主
幹

中
井　

麻
美	

現
業
主
幹

林
原　

優
子	

保
育
士
（
嘱
託
）

土
山　

美
香	

保
育
士
（
嘱
託
）

勝
部　

佳
菜	

保
育
士
（
嘱
託
）

加
賀
谷　

早	

保
育
士
（
嘱
託
）

田
辺　
　

菊	

保
育
士
（
嘱
託
）

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
わ
）

ふ
れ
あ
い
会
館

（
０
８
５
９
）
54-

２
３
９
５

近
岡　

厚
子	

主
任
（
再
任
用
）

（
庄
内
保
育
所
）

（
０
８
５
9
）
54-

２
２
７
７

小
籔　

清
美	

所
長

野
口
ひ
と
み	

主
幹
保
育
士
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宮
本
は
る
か	

保
育
士

石
倉
真
理
子	

現
業
主
幹

荒
松　

友
見	

保
育
士
（
嘱
託
）

古
都　

智
恵	

保
育
士
（
嘱
託
）

（
大
山
き
ゃ
ら
ぼ
く
保
育
園
）

（
０
８
５
9
）
53-
１
１
５
５

長
谷
岡
真
由
美	

園
長

出
雲
ひ
ろ
み	

副
園
長

舩
木　

智
子	

主
幹
保
育
士

中
原　

麻
里	

主
任
保
育
士

山
本　

奈
美	

主
任
保
育
士

小
玉　

由
衣	

主
任
保
育
士

福
谷　

幸
与	

保
育
士

岩
田　
　

梓	

保
育
士

徃
西
ひ
か
る	

保
育
士

池
口　

明
子	

現
業
主
幹

周
山
る
み
恵	

現
業
主
幹

坂
本　

秀
美	

現
業
主
任（
再
任
用
）

山
根　

恵
子	

保
育
士
（
嘱
託
）

米
原　

和
子	

保
育
士
（
嘱
託
）

杉
原
智
恵
子	

保
育
士
（
嘱
託
）

田
島
知
佐
子	

保
育
士
（
嘱
託
）

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
い
せ
ん
）

（
０
８
５
9
）
53-

１
１
５
７

河
本
多
栄
子	

主
任
（
再
任
用
）

（
大
山
保
育
所
）

（
０
８
５
9
）
53-

８
１
３
４

佐
々
木
文
子	

所
長

伊
藤　
　

愛	

主
幹
保
育
士

吉
岡　

英
登	

保
育
士

大
谷　

未
央	

現
業
主
幹

勝
部　

真
弓	

保
育
士
（
嘱
託
）

▼
人
権
・
社
会
教
育
課

西
尾　

秀
道	

課
長

（
生
涯
学
習
室
）

（
０
８
５
9
）
54-

５
２
１
２

社
会
教
育
、
青
少
年
育
成
、
文
化
芸
術
、

公
民
館
、
社
会
体
育
、
図
書
館

池
信　

昌
隆	

室
長

権
田　

直
樹	

主
幹

林
原　

康
浩	

主
幹
兼
社
会
教
育
主
事

小
松　

伊
織	

主
事

大
嶋　

幸
子	
現
業
主
幹

手
島
千
津
夫	
主
任
兼
社
会
教
育
主
事（
再
任
用
）

（
中
央
公
民
館
）

人
権
・
社
会
教
育
課
内

（
０
８
５
9
）
54-

５
２
１
２

西
尾　

秀
道	

館
長
（
兼
務
）

入
江　

雅
史	

専
門
員

（
中
山
公
民
館
）

（
０
８
５
８
）
58-

２
３
３
４

手
島　

孝
人	

館
長
（
非
常
勤
）

田
中　

由
紀	

事
務
員
（
嘱
託
）

前
田　

俊
樹	

事
務
補
助
員（
臨
時
）

（
名
和
公
民
館
・
図
書
館
名
和
分
館
）

（
０
８
５
9
）
54-

２
６
８
８

神
坂　

俊
明	

館
長
（
非
常
勤
）

池
本
公
美
恵	

事
務
員
（
嘱
託
）

鷲
見　

義
博	

事
務
補
助
員（
臨
時
）

高
見　

啓
子	

司
書
（
嘱
託
）

谷
岡　

文
子	

図
書
事
務
（
臨
時
）

（
大
山
公
民
館
・
図
書
館
大
山
分
館
）

（
０
８
５
9
）
53-

３
０
０
３

門
脇　

英
之	

館
長
（
非
常
勤
）

金
田　

順
子	

事
務
員
（
嘱
託
）

松
田
美
智
子	

事
務
補
助
員（
臨
時
）

米
澤　

奏
子	

司
書
（
臨
時
）

市
川　

朋
恵	

司
書
（
臨
時
）

（
大
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
9
）
53-

８
１
３
９

杉
谷　

伸
一	

セ
ン
タ
ー
長
兼

	
	

集
落
支
援
員（
非
常
勤
）

古
川
紀
代
美	

事
務
補
助
員（
臨
時
）

（
こ
う
れ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
9
）
53-

４
１
６
７

金
井　

朋
嗣	

セ
ン
タ
ー
長
兼

	
	

集
落
支
援
員（
非
常
勤
）

岡
田　

明
美	

事
務
補
助
員（
臨
時
）

（
町
立
図
書
館
）

（
０
８
５
８
）
49-

３
０
１
０

船
越　

延
子	

館
長
（
非
常
勤
）

永
井　

美
里	
主
幹
司
書

細
谷　

孝
代	
司
書
（
嘱
託
）

橋
井　

綾
子	

司
書
（
臨
時
）

（
文
化
財
室
）

（
０
８
５
9
）
54-

５
２
１
２

文
化
財
保
護
・
伝
統
芸
能

角
田　

雅
人	

室
長
兼
社
会
教
育
主
事

山
口　
　

剛	

主
幹
兼
文
化
財
調
査
員

野
口　

里
美	

主
幹

松
田　
　

剛	

主
任

若
山　

俊
介	

主
事
兼
文
化
財
調
査
員

（
教
育
研
究
所
）

（
０
８
５
9
）
54-

５
２
２
１

授
業
研
究
、
郷
土
教
材
・
郷
土
文
化
・

伝
統
行
事
等
の
記
録
保
存

角
田　

雅
人	

所
長（
兼
務
）

杉
谷
安
也
女	

地
域
資
料
調
査
員（
臨
時
）

（
人
権
推
進
室
）

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
内

（
０
８
５
9
）
54-

２
２
８
６

人
権
啓
発
、
男
女
共
同
参
画
、
隣
保

事
業
、
児
童
館
事
業

川
端　

智
光	

室
長

汐
田　

美
穂	

主
幹

大
柄　
　

裕	

主
幹

権
田　

瑞
子	

生
活
相
談
員
（
非
常
勤
）

橋
谷　
　

雅	

指
導
員
（
嘱
託
）

井
上　

誠
行	

人
権
教
育
推
進
員（
非
常
勤
）

（
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
9
）
54-

２
２
８
６

川
端　

智
光	

所
長
（
兼
務
）

（
あ
す
な
ろ
児
童
館
）

（
０
８
５
9
）
54-

２
２
８
６

川
端　

智
光	

館
長
（
兼
務
）

松
田　

容
子	

児
童
厚
生
員（
嘱
託
）

北
村　

純
子	

児
童
厚
生
員（
嘱
託
）

（
中
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
8
）
58-

２
４
０
１

前
田　
　

積	

館
長
（
非
常
勤
）

前
田　

美
春	

生
活
相
談
員
（
非
常
勤
）

中
村　

和
子	

指
導
員
（
嘱
託
）

（
下
田
中
児
童
館
）

（
０
８
５
8
）
58-

３
９
２
２

前
田　

	

積	

館
長
（
兼
務
）

岡
田
亜
由
美	

児
童
厚
生
員（
嘱
託
）

森
本　

准
子	

児
童
厚
生
補
助
員
（
臨
時
）

（
中
高
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
9
）
53-

３
８
６
５

岡
田　
　

貢	

館
長
（
非
常
勤
）

貝
谷　

み
か	

生
活
相
談
員
（
非
常
勤
）

岡
田
真
貴
子	

指
導
員
（
嘱
託
）

（
中
高
児
童
館
）

（
０
８
５
9
）
53-

４
９
５
２

岡
田　
　

貢	

館
長（
兼
務
）

西
山　

依
世	

児
童
厚
生
員（
嘱
託
）

岡
田
美
穂
子	

児
童
厚
生
員（
臨
時
）
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よろしくお願いします

新規採用職員紹介
（後列・左から）

	吉岡幸太郎	 道
どうそ

祖　貴文	 渡
わたした

下　賢二	 米山　康平	 若山　俊介	 泉　　武秀	 湊谷　頼人	 乗本　莉子	 永見　俊也

	（企画情報課）	 （農林水産課）	 （総務課）	 （税務課）	 （人権・社会教育課）	 （建設課）	 （建設課）	 （健康対策課）	 （福祉介護課）

（前列・左から）

	河本　晴菜	 宮本はるか	 田中　宏樹	 林原　彰吾	 小松　伊織	 徃
おおにし

西ひかる	 岩田　　梓	 舩越　　唯	 吉岡　英登
	（名和さくらの丘保育園）	 （庄内保育所）	 （税務課）	 （農林水産課）	 （人権・社会教育課）	 （大山きゃらぼく保育園）	 （大山きゃらぼく保育園）	 （中山みどりの森保育園）	 （大山保育所）

着任しました！

名和診療所　所長
山田まどか

名和公民館　館長
神坂　俊明

こうれいコミュニティーセンター
センター長　金井　朋嗣

中山ふれあいセンター
館長　前田　　積



大山恵みの
里だより
vol. 121

問い合わせ先
大山恵みの里公社
☎0859－54－6600

私たちのまち（３月１日現在）

○人　口：１６，５２８人（－１２）

　　男　：　７，９６１人（－　９）

　　女　：　８，５６７人（－　３）

○世帯数：５，７１０世帯（　　２）

この広報紙は、環境に配慮した
再生紙を使用しています。

・軽自動車税（全期）

納期限4月30日（月）
※期限までに納めましょう

今月の税･保険料

編
集
後
記

　今
年
も
逢
坂

八
幡
神
社
の
管

粥
神
事
に
出
か

け
ま
し
た
。
竹

筒
に
詰
ま
っ
た

粥
の
量
で
豊
凶

を
占
う
の
で
す
が
、当
日
の
天
気
な
の
か
、

火
加
減
な
の
か
、
そ
れ
と
も
米
を
入
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
か
、
竹
筒
い
っ
ぱ
い
に

入
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の

も
で
き
る
の
で
不
思
議
で
す
。
番
号
が
付

け
ら
れ
た
竹
筒
を
割
り
、
詰
ま
り
具
合
を

読
み
上
げ
る
た
び
に
「
お
お
ー
」
と
か
、

「
う
ー
ん
」
と
参
集
の
み
な
さ
ん
か
ら
声

が
あ
が
り
ま
す
。

　総
代
長
の
高
見
さ
ん
は
「
占
い
と
は
い

え
、
結
果
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
は
多

い
」
と
話
し
ま
す
。

　逢
坂
八
幡
神
社
の
管
粥
神
事
は
、
江
戸

時
代
か
ら
続
い
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
一

年
の
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
粥
の
炊
か
れ
る

鍋
を
先
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
見
つ
め
な

が
ら
、
守
り
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
神
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
お

粥
は
参
拝
者
に
振
舞
わ
れ
ま
す
が
、
食
べ

る
と
一
年
間
無
病
息
災
で
暮
ら
せ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　管
粥
神
事
が
終
わ
れ
ば
、
本
格
的
に
春

が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
　（
ひ
ろ
）
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☤
４
月
29
日
は

　
　道
の
駅
誕
生
祭
へ

　
安
心
・
安
全
な
加
工
食
品
を
製
造
販
売

す
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
加
工
食
品
を
作
っ
て
み
た
い
、
売
っ

て
み
た
い
と
い
う
方
は
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
日
時
　
4
月
10
日
（
火
）・
17
日
（
火
）

　
①
13
時
30
分
～
15
時

　
②
18
時
30
分
～
20
時

○
情
報
コ
ー
ナ
ー
　
契
約
職
員

　
主
に
、
お
客
様
か
ら
の
観
光
情
報
の
お

問
い
合
わ
せ
等
に
対
応
す
る
仕
事
で
す
。

週
５
日
、
１
日
８
時
間
勤
務
（
社
会
保
険

加
入
）。

○
食
堂
　
パ
ー
ト
職
員

　
食
堂
で
の
調
理
補
助
・
接
客
の
仕
事
で

す
。
原
則
週
５
日
・
シ
フ
ト
に
よ
り
、
１

日
４
～
６
時
間
勤
務
。
月
間
１
１
０
時
間

以
内
（
社
会
保
険
な
し
）。

　
仕
事
の
内
容
や
待
遇
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
大
山
恵
み
の
里
公
社
（
金
田
）

　
☎
０
８
０
‐
２
９
０
０
‐
６
７
４
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
直
通
）

　
年
間
約
16
万
人
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
道
の
駅
大
山
恵
み
の
里
は
、
こ

の
４
月
で
オ
ー
プ
ン
９
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　
お
客
様
へ
の
感
謝
の
気
持
を
込
め
て

『
誕
生
祭
』
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
４
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
９
時
～
15
時

◆
会
場
　
道
の
駅
大
山
恵
み
の
里

　
　
　
　
駐
車
場
特
設
会
場

加
工
食
品
安
全
講
習
会

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
募
集

※
同
じ
内
容
で
４
回
行
い
ま
す
。
都
合
の

よ
い
日
時
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
会
場
　
名
和
公
民
館
　
視
聴
覚
室

◆
内
容

・
食
中
毒
／
異
物
混
入
の
防
止

・
食
品
表
示
の
ル
ー
ル

◆
申
込
み
先
　
大
山
恵

み
の
里
公
社

※
資
料
準
備
の
た
め
、

事
前
申
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。
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私たちのまち（４月１日現在）

◯人　口；１６, ４６３人（ー６５）

　　男　：　７, ９３６人（ー２５）

　　女　：　８, ５２７人（ー４０）

◯世帯数；５, ７０１世帯（　ー９）

今月の税・保険料
固定資産税（１期）

納期限5月31日（木）
※期限までに納めましょう

大山恵みの
里だより
vol.122

問い合わせ先
大山恵みの里公社
☎0859ー 54ー 6600

じ
わ
じ
わ
フ
ァ
ン
が

増
え
て
い
ま
す
！

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
ぜ
ひ
道
の
駅
大
山
恵
み

の
里
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
大
山
町
産
原
料

で
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
人
気
商
品
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

大
山
ど
ま
ん
中
ら
ー
め
ん

　

大
山
町
産
小
麦
１
０
０
％
使
用
の
モ
チ
モ
チ

麺
に
、
ス
ー
プ
は
大
山
ど
り
ダ
シ
の
芳
醇
な
塩

ス
ー
プ
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
は
大
山
町
産
ハ
ー
ブ
チ

キ
ン
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
煮
卵
・
白
ネ
ギ
。
米

子
髙
島
屋
で
開
催
の

『
大
山
ブ
ラ
ン
ド
食
品

博
』
で
も
大
好
評
を

博
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ラ
ー
メ
ン
で
す
。
道

の
駅
の
食
堂
で
、
ま

た
ご
家
庭
用
の
２
食

入
り
袋
も
売
店
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

塩
ゆ
で
落
花
生（
冷
凍
）

　

大
山
町
産
の

ジ
ャ
ン
ボ
落
花

生
『
お
お
ま
さ

り
』
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
焙

煎
し
た
落
花
生
と
は
一
味
違
う
柔
ら
か
な
食
感

を
楽
し
め
ま
す
。
掘
り
た
て
を
す
ぐ
に
加
工
し

て
お
り
、
産
地
で
し
か
作
れ
な
い
「
ゆ
で
落
花

生
」
は
大
人
気
で
す
。
自
然
解
凍
ま
た
は
電
子

レ
ン
ジ
で
お
い
し
く
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
け

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
恵
み
の
里
公
社
・
金
田

☎
０
８
０
‐
２
９
０
０
‐
６
７
４
４
（
直
通
）

◆道の駅スタッフ募集◆
○食堂	パート職員
　原則週５日・１日４～６時間勤務

で、月間 80～ 100

時間程度（社会保

険なし）。詳細は、

担当へお問い合わ

せください。

広告


